インド洋におけるメバチの釣獲分布に関する研究 by 毛利 雅彦
インド洋におけるメバチの釣獲分布に関する研究
著者 毛利  雅彦
学位授与機関 東京水産大学
学位授与年度 1998
URL http://id.nii.ac.jp/1342/00001056/
インド洋におけるメバチの
釣獲分布に関する研究
毛利雅 彦
1 998 
[論文!押上]
1 t淳 一 ! 二 三命支~ 1大:]~号。コソムE E7
一一三I~~~， 1_ ~_ fll_~fÊ ーと1 
「インド汗におけるメバチの約獲分 ~ri に関 d る削究 J
マゲr類lよ19U51:の統計によると世界今体で 175Jjトンの漁拠があげられており、 日本の
漁1告はをの20%を，'iめている。この'[1でメパチはn本人組li'jの'1:.食として需疫が高く、 位
界全体 32G，t30トンのうち、 130，855トンが仁l本の延納漁船でf，:)磁されている。
~研究では、 メパチを対象極とし、比較的わが凶からlff.¥1品がJljく、良質な魚が釣獲され
ることから漁業内の|則心が強いインド作を選定した。 1;11与に延納の同業万式としτ特に漁
場m定と約 ~I.敷設水深に関する視点から、水湖、溶 (j ~t! ぷ : .1 >>..ぴ JJ~烈の:，要凶が約獲分布
に及ばす影特を知lり、 iff.¥1易選定の適切な指針や操業の矧U5f-~化、さらにはメパチ資源の保全
と管理に役立てる己とを 1的とした。
解析に川いた資料は、 ①ifrj 7下水j宅資源開発センタ ーによる「派延純の釣針別釣獲資料
(1981'" 1986if度)j 、②『地Jj公f.rR{}の([.-1，体制定資料(1 95i.'" 1 9 8 7 {f) j 、③水路Jj'発行の
fまぐろはえなわ漁業漁場別統計調査結架報告(1967'"1991{ド)J >>..ぴ④U本海洋データセ
ンタ の「各肘術作在J.!il!tl 資料 (1906'"1989年)Jに)1えて⑤済白がIU86年10}j'" 1987年1}-:j
の同!問、 A< J阜大学校練~き!船耕作 JL に乗船し、インド iT Rh 抑制 J!'~ で V ゲ u 延純でのメパチの
約猫と!日1与に水制問J?JI~ を実脆した資料である。
これらの資料を川いて、延車!日の釣針。〉敷設深度については深度計による計測値または幹
縄の懸*1線による近似{tlとして求めた。約破!毛数や約1長率tJ糾jq-純度8・区jilj毎に集計
して'Ii..l$J I下jなメパチの水¥1'.，鉛i貰及びl時IJを合む分 (Ii(すなわち1与空間的分イ1)を検討し
た。また、水晶iとi約存限素:鼠の資料は純度・終段l'15{ pJijに!おJl-して、定めた基準深度の平
均偶で表示した。
漁場i天分としては、 25年nHの資料に某づく水平方ri，)の約犯の結以から西部熱帯海域(純
度15'S以北・純度75'E以凶)、東部熱帯海域(純度 15'S以北 ・符}吏7b・E以来)、'1'純度i師
峨(純度 15"'25・S)、南総高緋度海域(緯度25'S以前)のぺ耐城を設定した。
研究結果は以下のように~約される。
1. 1昨空n日的約狼分布:メパチの釣獲の水平が)IJ分イri.&ぴ担}jr't的な分イriについて季節変化
を検討した。このうち、木、1;:'分布としてはインド作の緋皮20・N". 4 0・5までの広範閥であっ
た。 J操業が行われた 5・t(jITrj を釣獲席数の多い順に、，l~べ、その累計 j己数が総釣猿 Jt 数の75%
に述したば"lJiまでを lfE密度約獲域とした。日常J.Q約磁域は令:1正Illjの1/;3に達し、その多く
はアラビア柿jI十j:ìlS からジヤリ向付l に至る東川の熱イI~iftj域及び1'7-1~:{~尚 ~li 皮栴域に存在した。
また、向???lE釣純比が17{[する海域は 1". n月{立，fi糾尚紛ftriflJ域、 。'"1 fjは熱帯海峨と
鍔なり、 fl'j均成I11;シ移動していることが判明した。
一方、鉛Ili!j1';の釣殺の範聞はAく深約60m~ 280mでめった。このうち、主な釣維は東
西の熱抑制凶では 160m"" 2~Om であったが、間紛 11・6 紛}在 iftj 域では rl' 心的な釣磁肘が認め
られなかった。延純による棟業で確認された 280m止での水深純UIでは釣結率が深さとと
もに明大 dることから、約挺率で応大となる水深lよ川()m以深と推察された。
2. 約 J~ 過水漏:約撚適水泊を推定する ため水漏 1oc合i0) 約 ~I 数、釣務尾数&.び r:Hl~ 本
の分<riを求めた。約$1は水漏 9._， 30"C の IHJ に赦殺され、約 J~A< 7~1\ '~l 1 0 '" 3 0 OCの広範聞にわ
たっていた。 しかし、約獲席数は?OOC以仁で少なく、 1O"Cよ:tl~4 では約 1~ が無かった。約狩
の85%がlO----20"Cの水?品川にあり、約1襲来の顕汗に尚い純1m1)~ J 1 '"1 ~ ocに存イEしていたω
本研究では約獲f6数が多く、 日.つ釣 1車率が 0.5% 以上の水副知1m を約務適水 7~\ と考え、 10 
'" 1 G <><.:の純聞にあるとい1i1:した。
3 . 成熟メバチの海域別釣獲分 ~II :成熟メパチ ('I:.MJ.仰桁数量 3.I )の釣獲分布lよ東四
の熱帯海域ではja?!?、南締高純度海域ほど希郊であった。また、東町の熱f?海域における
成熟伽体の分布が 4"'9月にE束、 IO""3fJに慌の傾向。不した。
友府から50nl Mまでの水協はj成熟{間体が多く釣1壊される拘械で2s"C以上と、未成熟伺体
の分布海域より向い傾向が確認された。インド汗ではこの ~('I・の水掘が 26"C以上になる海
域は熱 ~lí?ftj 域だりで、年間JIJ変化が顕著で、 。."9 ) Jを'11'1，'に枚く、これ以外の月ではjよ
くなっていた。
4. 1t立小泊ti-椴楽町 :純度20'N." 15. S .純度85'"!10' 1':0) !)' I夫 ~lti1]:における深度別釣1益率
と純度 ÐO ・ E にお付る平~H科存前菜鼠のお}間断前i とを比 t岐した Siil 民、仰心的来世が 1ml!Jeを
上I11:る区阿では釣1住宅が 0.5%前後以上の向い{'Ii;宮ボした。
以上のことから、 インド洋におけるメパチの約~~分イ1; の明 |λ| として、木 31t:・鉛直的には
釣獲清水出10"-J6eC及び最小治存酸素市 1m eU以 iょであるごとを.J(;黙した。更に、深j良;50
mにおける木端26"C以上の海域の箱聞は年間j明者もってilHー する。したがって、治存捜索
母は単独に、そして木福は単独あるいは成熟状態と制作わδれて釣1草分布に影響を及ぼし
ていることが分かった。
本研究の成果は、 インド作におけるメパチ漁Jj.itt定のm$1となり、[i'il寺にがj針敷設氷深
の決定によりS円前水深情報に対応させた隙楽の効本化に?をなつことが則持される。更に地
球規肢での資源i"f.E1lという組織的な取り *uみを陥築する仁で、 JI・阿的、合想的な生 v?~技術
のための )l~ 礎資料としてイj 効利m していく努 )J ;が必裂となろう。
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第1章序論
近付、 II~II際的に虫要な水産資源の一つで、あるγ グロ mI"ti{.!" j幻自l史ー の期大に('I!
い、j}{J般市の低下や漁獲魚の小明化等のJJI象が副n~: とたり、!u:界的に資源の減
少が懸念 tされている(遠洋水原研究所，1998) 
引イ1:、ガ'lfY下生物資源の将来を地球J1l般.で、保;位-，).る IJ (I~ をちって、組織的な取
り車nみがI~ðれてきている c 特に、そ大作におけるγグロ似の??EE委只会とし
て、よ‘!ι洋にl士全米熱帯マグロ類委員会(J八1'TC)、北ム、l汁127グロ瞥定委
1会(1S C)及びブオーラム漁業委員会(ドド八)、大州沖に1:マグロ類保存国
際~Ll会( 1 C C ^  T)、インド洋にはインドパiγ グロ寄付会(1 0 T C)、そし
てλ手作とインド洋にかけてのミナミマグロ保介会，0会(CCSsT)があり 、
資初日の保liE-?却が|烹|際的な管理下で遂1fされつつある
このようなl.iI際情勢を踏まえて、本研究ではインド作のγ グロ矧に関する調
布 ・与燃を行った 本研究で対象としたインド洋のγ グロ矧の/ト~.rM ・ 生態の解
Iljj 、日年9Mill的釣投分布を杷握し分布に及l-f寸~悶ヤトを IYJらかにすることは、 J最
業を作易にし適正な成長段階で、の計画的なil{，\維の法{必fドjf~m出と ft_ り、産卵魚
・未成熟f.(tを保i監し資源の枯渇防止に役、工つものと考えられる
FAO の統~il'(1997)によれば、全世界でif.{，¥殺されたγ グロ煩のなかで、キハダ
の l、052，192トンに次いで、メパチのi魚獲1:326，130トンと多い
しかし、 μ 本で1士生鮮及び冷凍の中Ij身~ij糾・として，f.1J 1J1ft (/) ，:・;丹、メパテの漁獲
1:キハダよりち多く、全IU:界の 40% (130，855 トン)を"iめ、キハダの 1 % 
(118、959トン)を r_P"っている
このように、メパチば日本のマグロ延納漁業にとってirc安々刈象f(t極で、あり、
資似の維十，'f.行.f1Hと介埋1'1!~ft不Ij JH を尉傾向'0 に行Îf逃して 1J くごと 11:1本に謀せら
れたif(桜花使命である
'.k((: (太平洋、大西洋、インド洋)のなかで、インド洋のメパチ漁場は他
のトな漁協ーで、ある東部太平洋及び大丙洋と比較してわが住|に近く、特にインド
洋の紛瓜:30 Sを中心とする高緯度海域で良質なメパチが漁犯されることか
ら、 iql 来~1'í'が 117i し 1関心を示す海域でもある
インド1手における口本のマグロ延純漁業は、 1952 年にジャワ印刷ブ'J~ I ' で、開
始むれたのを契機に阿へ南へと拡大され、 1968イ1:_に/1:津信j良~ 50 S以北のイン
ド作全械を鋭うようになった(平山.1989) それにもかかわらず、インド洋
/i太平洋に比ベメパチのj魚獲に関する研究1制作例が少ない海域である
南北副総皮|出を広く阿遊するメパチはインド汗や:J戒にわたって分イ1範!婦が広
く(久米ら.1971)、時空間的分布及びその変闘を探るには、 1本のマグロ延
純漁業によって符られた資料が他国(韓国、台湾)に比べてI止も長期間、広範
[JI・|で、あり、 ltbえび伎の点において有効で、ある
')j、操業が成立する漁場にはいくつかの寝闘がある この!起伏|を解明する
ことにより、効中f自なr，(~\場探索及び、資源、の適正々維持 ・ 代; J'Hの ~'(J~ifに寄与する
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ことがIf能で・ある
メパチの分布要因として、内部要凶のfJ父;誌の他に、外f!;!ZJ:凶と LてJki品、溶
ú刊をみ-町、Jíll~分、光、海流及び海j丘地形う?をあげることができる これら要以:1
の数f1:多いが、魚f1:!3;ミ境要因の単独あるい 1 :その組み合わせに1~~科されると」写
えられる
主た、同-の'~休|であっても、メバチの発行、成熟段Wíにおけるその効果が
J~ 1(:るちのと相;察することができる そのため、文・|際にどの!要因がどのように
メパチに刻して;必響を及ぼすか熟知する必要がある
メパチの分(t11i:広範凶であるため、上述の嵯仏・!のなかでも、分自岐を広く網
概した資料の占杯出が必要である匂さらに、海域によっぐ唆qA:1の変化が放{直とし
て |州|京であること 。 すなわち 、 分イli ~ド| のAi:: JMI~H円以となることが必要で、ある F
したがって、以仁の点を考慮して、インド作の全域と桝j域別に刈して、ノk?llム
持i・4子円安:>HI，(、メバチの成熟段階の3要因に将1:1した。
なお、他の'~凶として、地分濃度が与えられるが、出分の変化 IJU士外洋で比
較的小さいことが報行されていることより(子I9lf. 1991) 、主要ド!としては扱
わなかった白
本研究では、インド洋におけるメパチについて全ず現(1:利川 lザ能た長期間の
資料による 11年空間的I~釣獲域の分布を十1:!保した
次に、分イIi咲い:1を知るために以ドの項目についてM析した
.成熟メパチの海峡目IJ釣獲域の分イ1j 
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-メパチの釣獲適水温、成熟メパチが分(rjするのに明主れる水1Mの特徴及び
が)1位ド刻寸る最小溶存酸素量
・メパチの釣獲適木鼠と釣獲に対するj泣小行:げf円安井;it深Iだω海域別分布の特
i数
第2章 研究の歴史と今後の問題点
!:"5 I im研究の}f~ ~よ!
γ グロ仰の釣投による水、|乙分イliについて、'Iq"J・(19;:;，1)円v グロ .jJジキ般
の約処分イIjとぷI(ij 1M iJfEとの関係(士松憾で、行1}:(バe1):にそれぞれ民たった午前環駄
を形成し、その追いが魚知の生態の村liJ主とありびついているとilijべている
~t-、州古fI太平洋においてメパチ Ii: i朝j立に!t主る i"I:引が強く、キハグ、とはそ
の分布j戒が{引退しているとの報告(11村・11'1'，19:59) もある
しかし、その後のメバテ漁場の拡大に作い、阿部木、I'-i下におけるメパチ ζ キ
ハダ、の分イIj .lÞJ、の有l注する現象l士、東部木、1 .(下やインド件で，，~t J!れ、ことが明らか
と々り、メパチの分イli域を木、|λ凶jにおける以J克とのI~J係で促えただけでは説明
でき/~V \J}~象もりLれてきた(久米ら， 1969b:5Ji川ら， 1りのめ
そのFめ、分イIi ~叫凶を水、下方向の分イIj:1犬r!;Lのみから虻えるので代々く、鉛1'(
)Jli，J、す々わらJki宋の増加に伴う分布特十1:をrm.J1t寸る必官がある
マグロfjiのj:白山)jlilJの釣磁分布について、被辺久也 (19:)H)1: r/内特物の*1
}J支ωHJ述、渡辺伸之 (1961)は深度alーの，iubi/J、ら寸れぞれ検討し、メパチがキ
ハダよりもi?i品、Jc"iで釣獲されることを倒;l二している
i!f仰による 5)料、J-操業と 7木イナ保業をl七般したlJ)j介、 日本Hl故業よりも深い
j川にj1-J宮 | を~人することが nJ能で、ある 7 本十H品業の )jが、 MSJ114が得られるこ
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とがメパチを対象として指先されている(1-条.19('I:n 主た、幹細の1(さを
変えた険業FJ，洪に|到しては、キハダ及コカジキwのf!.).5佐に対してた品、幹細の)i
で、ful;リミを件、 メパチに対しては長い幹細心Jiが!'~ ~J:であると制作されている
(州条，1り70) これらの報特はメバチが深)1'，，)(こ分イIjし、 Ilij柄の分布要l大|を海
I (Ii における以坑との 1~1Jiliのみで説明するとおJ)，じが雌lく々るものと月えたもの
である
メパチの鉛，，';)jII:JJの釣獲分布と水縦訓Ul'tjとω!日l係についぐ化本 (1967) {士、
メパチの釣役JI'~'i l"t水 j昆脱届の下)Jで、あり、 jtk 人j!(J必J\~'i(-t W，l Ji'1ド限以深であると
持1~りしている 宝た、須附ら(1969) は水7Inl~W\"i及 Jそのドj刊にあるメパチの
約処分fIj岐に延純の釣針が達すると釣j告がl』11ちになるとしている
ミらに、佐木 (1971: 1976) It 昔iW~制で、のjiJS 卜ω炊J!針決Hr(t (i() "'-1行Omで、
あり、メバチはこれより深層に分布すると 1H(~さしぐいる
以 1-.を与l也し、 1975午頃より釣針蚊ぷ水深のM:傑 ff|; をそれ以前のが~2fì干の傑
δの :WOmにする深延純操業が実際にれわれてし、る セた、これにflし、深延純
によるメパチのがJ1益率1:待通織を使月!した1弘子トよりも1.Jiくなったことが知行占
れている(日Ui'uki Ol (-11.， 1977) 勺 ゆえに、メパ子がより}荒川にII~忠、すること
いうことが推察される
ドig. 2 1及びFig.2-2に[.J本のγ グロ延納漁船により .i~} られた{むJ-II á;~ J針数及c}
γ グロ仙のf、)5位j己数について続年変化を/)，した(J.:i!f(/K liJr :主ぐんf-tえなわi如、
来-titiiUjljN乙l!|-A1141:結果報公) 1， il {製作による土 I\l7，~イド以後に佐川約主 | 数、メノマ
チの釣役J己数とも刑)JIIMI日]をぷし、 19HO{1・代に1:全大作における使11]釣針牧/;
5 (.1む本(ド ig.2-1) 、メバチの釣獲f己数(日巳)が:~ 1'1 JJJ6(ドig.~-:.n によさしたこ
とが心主れている これは、 1975年以後メパチを約浪の対象とするγ グロ延1略
的船が次第にJlr/)JII したため、使川釣針数、メパ j二ωがJ1監 j 己数とも J~I~1)JI t頃lilJをぶ
したものと批犯できる
γ グロM縦漁業ω!坐*1'1:古く、その漁場がよ、|汁干、大内庁及びインド洋全域
に広がったのは1960年代のことで、ある
197i){1・tftからの傑延純4手人tこより、深府にまで分布してν、るメパチが釣獲さ
れ、 1:;i'G(/)Suχukiらの却l見よりお深く釣弛分イliJl"'iが広がっていることぷIYIらか
とたった。 しかし、メパチの最適釣役深度比びノ1:.μ限界泌伎に|対してI-tpjf(f列さ
れていない
近年、 1!J' られるメバチのがj獲分布にI~Jサる↑N'W f t鉛，'(1りにも広範1}liにわたる
N:WIIJの資料許制でイン ド洋のメパチの分イ1;城を光分従う ようにたってきた
これらの資料をイ[少jに利用すれば、鉛1l'(lflj からメバチの6!~J処分イ1iに及lt:'す要附
解明も充分If能である.
主らに、効ギ(1~/è ，fljJ日に関して、漁獲 id;データベ』ス J) イ I 効利用に!刻する研
究(竹内ら， 19HHa) が進められ、現千五 11:資J斗t}) ，fll 川 JJ;VJ~f)悦ってきた
~:; 2 fmI¥J地点
本研究で門的般のrilJ 1ニのみを H 桁寸のではI~ く、地球川悦でメパチ資iJJ;tの適
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IEな維持 ・WllHを'frい、 7J'lつ推進するための指針を件ることを1指し、以ドの
2Jjiを1:I (1リとした
U'~ 1 に、メパチがいつ、どこに分布寸るか、そ(J) 1.f:~~ 1¥ I (IJn.~J処分 (1) (1I.flm. 
点、|ι ・lnlY分布)を知ることである
~') 2に、 Ic_ぜそのような釣機分イliをするのかについて、 l夏休!をIYIらかにナる
ことでめる
以 1".をlt1.主えて、メパチに関する従木・の研究成米をもとに、今後の問題点に
つρ て、 1年明11(10分布とその要凶という悦jJiから検討した
I )メパチの1年常Ilfl的な釣獲域の分布
( I )メパチの水平)J向の;f1;J獲分イIJ
I.IJ: 'l;~ I /11 i'1~ 分イl iii 、木、r': 分イl i と鉛I~t 分イIiという常川分イrjc千二間j変動を胤えるた
めの 11与川1'10~} {jiから仙成され、これらを総介|切に巧然寸る必叫がある
しかし、資料の不足から、鉛>>空.hipJの変化とl時11(10変化のほl係を正'I~~:~I に論じ
ることはでき々いため、時空間的考察!士水平)/1[1)の変化と時1¥1(10変化の関係を
対象とした
ノンド作におけるメパチの木、I~んî{I! の釣処分(jjに I~I して、 qq:.J .山"1(19:)9)、
版本(1967)、須川ら(1969)及び、久米ら (1971)ののr先がんる これらは、
jH14;|J1 75が |・分でたいn，IWJの解析で、ある !どにそのJH111止して釣役中をJIし、て
いるため、 11j役中を1IJいて分布r~1 を 11" 1求した場介以 l、 ω1111i也，.'，(が /1:. じる
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-釣地中Ii:iP.(¥i:努力I(吋りの厄数(仙長j件江主)をJfL、9fノjli;心ノ多ν、海域と
少々いnli域との[xjJIが|珂昨でたい
・分内j:Ib~\ ' .定の似合、努力IJt1.JQl河川するとがJ1役中が減少寸る
・約役中が小占い行'ltJ成でも、あるJ洲市におけるそのilf.域の約破j己数が多いか、
少ないかは勿)J]'止の大きさによって決主り、 j;~Jj監中1乙.けでは~!(Jj安}己数の多
少を 'I~II析することができ!~い
したがって、釣J益率で‘はなく努力征と釣jEj己放のIlij)iをJlJt、るてとにより、
約ぬまドか小ぷくても勿力誌が多く、 しかも釣処j己数も多ν、という特徴のある海
域をぷすことがでさる
定た、勿ノJi1tも与l¥主に人れて論ずる!-t，ら，-[、んる -Jニ-ωWIIIにおけるマグロ
!引の分イIÎ をR')"数航としては、約j整中より私的役J 己1J(ωノjが誕~切であり、釣獲
j己1誌の分イIをl'~，;\I~{II~する必要があると雌燥される
λ.iドn))えび大州作において、月平均f~Jf; I-数及び川、I;:J~)釣処j己数の分イIjから
メパチの半年I世(平均的)分布についてのぷJ命(化本.19Hi;竹内ら.19HHh)がわー
われていることから、ノンド洋のメバチについても、{也大trと1，;1 践にJ‘v.gJf-、j
H1l:分布及び川、|ι必j釣獲足数分布からの検討を'(f)必'庄があると考えた
そこで、本研究で1:メバチの水、1;:}fI{'1の釣処分イIjについて、 )1平均約針数分
MIヌ1)えび)1、|ι均約獲Jt1数分布図をぷして検μ、lをわ った
自の!日~'川分イl i をiI'(抜æ~11~するためのイl・似V'-( 円よと|て I -t 、 {;lfjl誠欣 iJÍêがあり、
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これ支でに、マグ口預についても多くの実験が11'われてきたz しかし、メバヰ
のj必介11:釣般の大部分がMJ~で1rわれ、[，，W(け'1_によって約j監される魚体(1:比較
的人・きく、がj投1午にタヒ亡していることが多しυ主F、乍約、まき制j魚業により
N:. Jç~i の小Jlil~W，1体が ilf.t弛むれる機会も少f亡し、 ごれらのJ1HIにより、保訓告51体を
仰るーとが1-1([航である ゆえに、他ωγグ口wとlじ1改-J-る土131dlj文比五地砂1/士
J|i?;1・に少々く、 kl:局側{本の l引市制f~・泊、ら IL'j: IIIJ 分イli/1:，;'命じられていない
しかし、ilf.tJ.J，J (lI: ii~tの不節変化から|出銭的に、メパチの11:刊H 分イli を1ii:~;きするこ
とがIf能でわる
例として、乍釣による小相メバチの釣役状悦から、 HUf!;太平洋ではli，1維が
"1イメダr].l:J沿いにけ1から北へ、さらに}U)jiflj域へとIi'1 il:寸iJ-ることかぶδれている
(本IJ.I-J、J'，1 ¥-)f)f) :久米・余IH，1967) (1し、二ω矢1~~は r1本近海におい
て件られたものであり、釣強されたメパチ/"t~)ぷfなが人-m分であることから、
限定された条件ドで、の!昨日tJ分イfiを〆Iミしている という ぷと信行段[It
点で|liji出か残存寸る
~純で:'j~)殺され? メパチ11 2J-以上 ・76じm以 lててηわるc 1".:.1ごし、 21-~こ注 し
でも，，1(.らに生航機能付備わらず、数ヶ1の時間を咲1る (久米. 19(9) この
之め本文で11、't:航機能を合ーする個体をr}J長f(tJという認で，ie寸寸またf1J.支熟Jと
いう ，itH1:後.ill寸る生局ltj出指数が:3.I以上のメパチにおjしりりし1たd 以ド本文で
はこの íl・ :ì~iこ)，kづ、 tc，i，命討をiliめる
メバチrt木、|吋y-、大凶作及びインド作のμ;しザ~lfJ1点i，..かけて、!点@fll，[体とよ-成
ー 10-
:~!fl，~1 体が拠たる海域:こ分布し、 I，T，j者・に l:trllll!li杯~u.おがりるものと号えられている
(木川， 1 ~;)7 ; 1966 :久米.1969バ:阪本， 1969:久米ら‘ j9(1) こ..hら!士、メ
パチ!JMhω il~l~おが1:i'~Jj I'lベJ栄餌、また(士他の '~I大|により j防 1)比される Rf能1"1; をぷす
ものである
メパチの I I，~' II \J 分布を ry1確にするため、延仰に上る約純資料を前似し、科大作
ノ~Jl'~にわたる検IHが必要である しかし、太平作及び人州沖と比1唆して、イン
ドnでItM純以外の乍宮、jや手釣の漁法によるメパチの釣処"tほとんど沿されて
いないため、1I.'jII~I分布を知るには延純による釣純資料を JJJ し、 ゴるを得たいのが
j見状である
インド作において、久米ら (1971) 1'1:メパチの IISlllI j]イli をたf:純i.(~t Jl，，}の {ftiRの
不ftJ変化から折i:itしている しかし、月J1; ¥た資料/;tl，立派;?|iの釣針が 150m程度
の1-iuJ純をMじて得られたもので、メパチω約般にj必サるM:1栄;!fliωf;{刷 がー :wo
miUJL-ω傑延・~Jliが導入される以前 ( 1¥16:3 "'67イnのもので;(Q;るため、 1:iOm以深
のメパチの分布状況は担保できない.また、 1{I~. を IJlI下 WJ ( 1 "'-3 Ji を~} 1 IJ4 
、|モ !~J 、 11 '" {) ilを第 2凶下期、 7._ 9 JIを第:3(14 、 I':!~I 、 1{)---12JJを第4IJY
半期)!こ分けて検討・、!しているため、より免品、I山rlII'10変動/1従えられない
以1.:の 1/11題点を断支えて、本研究では以ドのように、 11ν;~11\1 1'10/~分;511単位を
小企くするてとにより、メパチの詳細!なll!i !'J;": 川f1~)分イ1) を lttJ十J ることが t可能と
沿っ1こ
すでにλ-、|ι作では、 15 {f-l7fJ (19 f) 1 '" 7がn の資料を)IJし、て、 JJ 別ωf~J1史 J 己数
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分イli(ヌ|が f1:1戊され、これを基にメパチ漁場{立1 ';:の不自j l'l~J ~変化がぶ δれて、、る
uと小:.IYH6) 
1 ，'J1 11分布を，iMilにXIるためには、拘ノ)1プ'J) 1 ，(1札だのí~f~' 、WJlI II でtb}j・ した i如、場
分布[:xlを(↑jぷ寸ることが必要である
木、|ι作 U~小: ， (986) や大間洋(竹 |人l ら I I:J村山)に I~J し (/1凶作がたされ
ているが、インドt下に関して詳細な組作/-tI.~ されていI.~かっ た このため、本
研究で11人 F した資料に基づ、きインドf(ミの 1 ヵ J1 11J~ の~，~(I，~必分イliI:x1から l時間分布
を検，Nした
本研究では、メバチの水平方Ii'Jの釣按分イliにおいて、 1，'ill分{Jjをi各片平均釣
ð~J.6~分布 [;;<1 をもってボし、検討を行った
( :l)メパチの鉛1I'(jjl{ljの釣獲分イli
1 i.iiliのように、鉛IltJjrnJの釣獲変化に対してl-t刈)1じするI，IJ'IJ1'り変化の資料が
不足しているため、鉛l立分布に関しては、万円11]1'0 / ~ l~ぷり扱いの与をねった
メパチの鉛I，'(jjli'jの釣獲分布について、ノ?十l主でインド作に限定された研究
はなされていないω 大平洋におけるメパチのー般的必分イ1Iについては、未成魚
を ì:体とする J<I\'~iの竿釣(本間 ・ 上村‘ I¥:) ，;:; :仏米 ・森1.19(7)や「♂J(久間，
197:{) J)対象と々るものが 部ーあるのみである
iIij述のように、メバチの 辺.-r魚 (76crn) 以 1'，の和|体のがj処分イli)¥'!i I士、他のマ
グロwと比較 Lて深いといJ)れる(彼辺久il.19FiH: iJt・Jl.(1'，1と. 196 I : 1:条，
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I%:~ : '，14条，1970)。探延純より釣針を派く投入寸る 二て純を}I J t.、た釣銭ぷ験
ι 上ると、ハワイ l軒両とアィジー諸JL何 )jの 1II，WIf. J~~においてメパチω釘~I，'(jj I1J 
の約処分イl iI .t1!~深川の釣針で、最も多く、そのlI~j; (/)j:(Jjq・探J[tはそれぞれ170----2.1i)
m (SnIい)司 1975)、290"'<~80 m (芥雌 ・ 佐々木等 1~) 7，1)で、んった(' Illrj.1(197，I)f-t、
派対'I}.川Fて制により γ グロ類!士夫|探に斗OO"-'SOO11 'iミ守分(ji~iJ 司 るでとを俄lig した
と限公している
lij Jilの'，'( I人l 作物産tl成の有Ii室、深度dlーからみた分 Mì~t~伎の他、 1〈liftt選知機によ
る1I問先 C，t揺れ.ら、 19(19)、延縄による釣針目'J分市;lJ1lfT(jjEilJ伸之，1961:両条.
1970 :化本，197，1: 1976)及びたて純の試験結果(神奈川;J<.I，^ ， 1 %6 :斉!援 ・
g: 々~， 197.1: Saj to， 1円975引)等治か亙ら、 メパチ!ば、ti泊i凶Qι，;?市Ij
( (i制ωO-I(ωi叫um)以j深栄に多く、他のγ グロt.ilとLじ般t.てより泌}C"ilこ分布しているこ
とが4ír~終 δれる
しかし、従米の作.iW純またはたて純を Jlj lt'/.これli米~ ~ I則するf:fi仏・のいずれにお
いても、メパチの鉛If'i))向の釣獲分イ，iを明らかにしていItい
，ij Jillのように、 19Î:){I~頃から通常のi![~~tlのがJj~l '炊A11E広よ り深い射のメパチ
を釣j段寸る t-め、 1 j手、うりの伎縄本数を多く し、約定l'を深久人れる深延純操業
がfi'われるようになった (Suzuki el al. 1977) SUl.ukiらは、深延純を1wじ
て jljL られたメバチ漁場をぶしたに憎まり、釣針炊11止rÃ~H[ によるメパチのj;nui~)j
I('J(/)釣処分布を IJ~-，J ものでたい
その後、脳内:波発!，i機をメバチにとりつけ、 iu(/k Jc"，: )えび/jtfliltA37iω，dr'iJ1iがhJ)
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れ/こp その結果、メノくチ 1 :ハワノ諸品 ~-Y-)jにおいてI"t.伐fII170-'"り011、I'IJ:WO 
.. 2'10m (1101 JancJυ{， (fJ.. 1990)、"It-JU i'lS A、1'-作においては代間以)---民011、
r I11 (iO--1 HO m ('，'~' m~ ら ， 1997)であることが14(1占れている £たキハダに関
して I~t、米時( 1開~)によってソロモン1出向北)Jにおいて、ィ文1111 100m以浅、
| ・ l' ll~o""'" 150mに分イIjしていることがi制作ぶれぐいる しかし、 船山:波強い機
を利川しての州究例1:少々く、メパチのノ1:.白、|民'#i決成??:について1:分かってい
たし、じ
メパチの鉛，，'(jjlí'Jの釣獲分布を知ることは、 ì.(~tJ)~ー を探オける 1:からち LJ-いあ
~ \ '~ご ?!i，\米 .fí-の爪大た関心 ・IJ:でもった3 それにもかかわらず、メパチの鉛1f~~Jj (rlJ
の約処分布は作ilKdliをilじて得られた研究がほとんどで、これ以探の研究付ご
くわずかlr:. J~数のメバチを朋い得られた紡朱(仲糸川 IKぷ， 196s:，作l保・仏々
木， lm.l: 日aito， 1975)のみである このため、|州市/ω(J処分布に!則する報
告はlr:.され (v¥lにいというのが現状である そこで、本研究では深延制の釣針
~J'似j役1Jllイ干の資料を川い、鉛l白:)fr，~リの釣処分(rj(.~ついて仰に J:/;(分印刷を ~ljIら
かにしようとした
2)メパチの釣狼j戒の分布に影響を及ぼす嵯凶
( J )成熟メパチの海域>JI釣獲域の分イli
従来・からγ グロ加の分布l士、 日としてノ1(rllll l( どの外;~i) ぜい，1 と ω関係について
，uM1tがfrわれてきたっ -)j、生物I'I~ 法閃からの倹，:，1' /t少なく、'1.物的安凶のー
ー14-
つである成熟度の11寺宅I fJ的変化も卜分に杷~i~ されてい々い
~(lHiの!成長11111・の』制作i士 '1:角的協の組織切片によ f て fJ われる しかし、この，U
u:で17titiJLが判明する宅でに時間を盟寸るという雌以があるので多数の標本を
扱え/とい。この?め、 船上.あるいはA<t易j血における，uMnで， t'1J1'~]協の色 1調、卵
白Lの分1J.!fi状態())/i'(I，訟を L休とし、生局，'[jl京ωlf(I ， t 、 Jjl~ r千品UJ&~i~・- を参考として成熟
状態を点す)/11，がとられてきた(久保 -JJjjk，1957)
しかし、この )/11~1-t観察有ーの熟練の脱皮によって結果にj11が'1.: じ kiij止的判断
が|村嫌である このため、現在で、は客観的た 'I~JllJri.J ¥ 1r能 f~/J :舶11以指数が丹j し、ら
れている
特に、メパチに関して、本J11 (1 9f):~ : 1957)は成;;制人態を1"(~創世察し、/主舶腺
析数((;oneld i ndeλ以ドG.J . ) と成熟状態とのI~J係を次んにより求めた
G. 1. = 1 04 • Wン/L:l 
W:卵巣t丘世 (g) L: J己)'(J之(じ01)
その~:/I 月L、雌ではG . [.によって得られた航が卜0以ドの場合をJ621、 1.1 
._ :L 0の場合を'1'熱、 :3. 1以 tの場合を成熟とする:!段|併の熟肢を去すことを
従来したd jこだし、将(.では成熟を特定できItいことを併せて部行している そ
れ以降、メパチの成熟状態のJFflife-にB!'lする{iJF先でIt、本川(19:)7)の成果がJlし、ら
れている
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!jl{I:メパチ{士、木、|ι洋、大問洋及びインド?下ω科大作において、低総lE海域
に)JX!;~!~伴、，\':iMn.[海域に未成熟併というように、}JX!:;{¥() ) 1 I i立;により分布する海
J!，~が児なることが矢11 られている(イ\川 ， 1966:久米ら， Iりi1 :以本句19H5l)
しかし、これらの研究はいずれも引仕ω11114JぐJ成を桝縦せず、さらに時間IJり
にも lイ1・を!Jlf平均lに分けるには;主り、刈ー象魚パキノ、グとビンナガで、メバチ!士
)5'f.1必ふれてい!r:い
その後、年々jft場範1mが拡大されるとともに、メバチのぬjlQに効果的た深延
仰が幹人主れたp これに伴い資料は集結され、さらにメパチの釣終水温に関す
る資料も }JIIわったc インド洋においても、近年のi.~~tJJ.hの純Imli:拡大され、メパ
チのh史的状態の海[メ:日IJ・)J別変化の調布資料も判|吋ltJバfjされ/:-.
そこで、本lJ卜究で{士、これらの資料によりよJjJIJ Iこ成熟メパチJ)海域JjlJ分布を
よ|とめた
( 2)メパチの釣獲適木ILl
ム、I~r( ct~J殺されたメパチの体長組成について、 ~ftlll ら (J!)(i!-) (士JU{WJで、大
明、州側で、小~~!似体の伊l合が向いFHrI=Jを次のように t淀川している て γなわら、
メバ rの分 f1j1f1全体がJUfWJ で、 l"t浅いところへ持ち Lげられるため、 ÌÚ1 1i~' ω分111
Jç，')が深いと AZえられている大型個体主で、がi.~~t 只.に i'l'.{ ì出する機会が多くなり、反
対にIJl"f!lJでは分イ，iJC")全体が深く 、 .~í立に分 (1j Ji"')ω浅い小Jf;QD，']体だけが延;1mのがJ
引にi'l1泌するJ勉会が多くたるためとしている
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=主長 jたζふ、 l仙1，孔川tげn;礼1m<υ)l凶o(μl円9鮒討肝7η)I口t太平t洋下におiけ寸るメパチの釣j舵《佐'j泊l白迫水HJf1Lt"μi
1収U{側H即則|リl でで‘ j'~ く、 州{l側i即則UJで1深朱いと槻;行i守tしている それによる て1、fが釣(りJ蛇世佐!i泊並白!木 iμlLM1J;.の 7~菜恥ミむ;浅全全-制村相j 
泣巡;に('作‘1下|ドiい、メパチの分イ1i J日が深くも浅くもなると持えられる'三め、約挺過水泌
を削むしてjメJf，1.を政投しなければ点の釣処分イ10成をHeえること11できf亡し、とし
ている
従米、メパチの釣投i出I/Ki晶に倒して、その多くがお:1(I/Kik，lをq-J心に述べてい
る(Utla，I~S7 ;'rヲI1， 1960 :須rflら， 1969;久米I 1979) しかl、tijr~iで述べたよ
うにメバチのがj雅通水溢層11深いため、 ului木hiltiがメパチの分布!刊の水i昆をぷ
すことにはならなし、 そのため、メパチの釣純述j水tiを知lるには、夫げ'I水温で、
11々 く j>，{J1佐川の木iln1.を知lる必要がある
-ん、jÆ仰はif.~('!{' v)形状特性から懸_@IH I お~でili:似で京る/三め、 jf(12 |ーの深度を
iìl ' ~?: により求めることが l可能である3 そこで、約引別j;{J独!己都(を I l"L蝕すると共
に、 dl.t~l. Y.米J_~からメパチの釣獲深度を封f~Á主することもで弄る
これに加え、 1r-iIH年に各府の水温観測を11'うことにより、 /kil1変化にけをう釣獲
j己数及び釣~[;rを求めることが可能で、ある
Ilill!j';WJ il・による釣穫と水j鼠の資料収集には、船上で、It多大It')~.)) ~ 1年1mを要
し、|本I~íf;を('1':うため、その資料数は多いとはいえず、メパチの分イliJ¥Yfにおける
水 ìlllLの JJ11~11少々い 釣獲分布j国から適;j，nlを4とめた併'先と しては、太、下作に
おいてlIanellnol(l ( 19H 7) の同行があるに過ぎ!~い
み:(iJI究ではインドI下において、 Iri]ILJ'倍以IJにより l，¥(~た した傑此~~IJ(/)釣針数、がj
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必J(J&lえひ水 tlul.毎UWl資料から、 jヌj鐙分布1Mにおける水ìlut を j!~J.j佐水品と し て求力、
釣jやがωli.Ji しゅ~J~並木 iM を釣獲適;1<7品としてii:み した
(:3)メバチの成熟状態と水晶lの関係
，(U 1JlのJ~父;州こilUJ 関係が深い~l大If士、;)(tlt C、んるとされる(JJ;(II; 197 . 1司、 r~ !I!f
: 1 ~71 1 ，絵JJí(， 1991 ) 、 そこで、メバチの11与~~1 J (I/~ Sr( J 5<:J戒の分イliに対して、 r.i'己
のがj処分イI j)ì~'iにおける適木温に成熟斐凶が組み合わ占れてj;計千を及ぼすことが
宅えられる
Jll(完~!と *i此の m1係をゆj らかにすることは、水iIJ を術開に!幻r{\!~JべJ .渋ifhut域を
I没íi:寸るための )L~(礎資料と fr: り、資j腕1の適 IE/~科1.作 ・ ??Pl!に 'dylj・することが雑
務占れる
I礼イ1:、成熟にuりする研究ば雫間的分イliの検川が'1'心でんる(本:)11.1¥->57;1966; 
以本， 1969:久米， 1971) その見11の唱つは、従制漁業 Cli;j(lu{すら測定し
f亡し、/三め、成;;~~と水温の関係が凡い川せないことでんる
メパチの成熟状態と水温の既存の研究や資料~.tほとん汗必く、{殻業海域にお
いて数イrillJの火l自iから50mの、ド均水j品(久1， 197~)) わるいは去 l耐水品(久米司
1969b; lH79) などの関係が1調べられてきたに過ぎない
そこで、除染地点における校純JJIHu体制定と1，illl.~' M~mlJに よ り何られた本出資
1:;ト(火1(iからノ'J(深 :)00rn訟を)から、メパチのがJ処分内jJ\' ，'i における J~父熟状態とノ'1<
iltの|見l係を検d、Jlた
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(ぺ)メバチの釣獲とおヤイパ喰素i辻の関係
メパチの釣純分イ，iを脱lとする環境要閃の削Uljlには、ノ'1，111以外の世l大|をもIljjら
かにする三とが必 ，~でんる 魚瀬の分イ，jに;必科する以J;~嵯|大|として1<flrJω他に
も、浴介内定ぷ:I I~及び餌料供物等数多くあげられる このうら、浴ι円安ぷ :'I~~ ，士窃~
J~'g変ドIのたかでも 11.物の生存にlkJ妾mJわる取J症な'夏休|でわる
l 1)、L、メパチの分ftiと法存椴素註とのWJ.i!rー については、わずかに報告ぷ{f
(1:寸るが(化本.197:))、インド作のメバテについては本研究が1土砂jのもので
ある
大作に1、く分イ，jするメパチと依存椴Ai-;li:との関係を，J，'!-くるために/i:、広範1m
にわたる仰~!(Ij が必要で、ある 現在では、昨イ1"1'1~; ，k; I I :~センサ 十1-cγ1)出|j;JR-も作
此し、 i11):'11ω的{rf唆ぷj止に|到する資料が多く収比、 t!i仙占れ、インド?下令)!Xに
わたる j作 (rðをふ jltの ~ 汁を行うことも IIJ能と々っ/こ
そこで、各Ji"'iのiflHf.観測資料から浴存悦ぶ-JttωjTillV;ブ' ロアァイルを抽-き、 I~ÎJ
フロアァイル什メバチの鉛，t'( }=j向の~J1{Q分イI i との I~J係をJ6111J Tることにより、
メパチの釣ぬと的ι何をお祉の関係について検討した
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第3章資料
本研究で、抜った資料l士、箸ィ5-が船七で収集したものだけでなく 、インド洋全
域において利JI1= J能な限りの資料を叩いた， ダIj s~するとドJじのようになる
なお、資料の引JI]に関しての使用述~tHì:JJ京文にJ心五々ものとした，
1) :tr=-I'J-が収集した資料
存者が 1986{r・10月----1987年 1月水産大ヴ:佼和主将船VF洋丸に来船、日々の
操業1rf.(j)位位、釣獲量、釣獲魚の体長及び釣針の実測深度等を記録するととも
に、揚縄l}iにナンゼン採木器による海洋観測を文u也、抑制後に卵巣喧訟と尾文
長を測ALし資料収集を行ったυ
2)定ぐろはえなわ漁業漁場別統計調査結決鰍作
「うきはえなわ」を用いて操業を行う日本のマグロ延純漁船 (20 トン以
上)1i:J.災林木路大臣へ操業位置、使用釣針数及び魚陀別釣妓j己数":1を記載した
r if.~t1質成総報??占Jの提出が義務付けられている
水内)j:で、1:挺ILlされた漁獲成績報告書の内容を吟l床し、年別に緯度 ・経度
5 [:?(: Irh i tI J:の使JI1 ~J針数、 魚稀別漁獲尾数等を集11(・し、Vdt?|・以1}去を加えた「ま
ぐろf1:えなわ漁業漁場別統計調査結果報jlf"Jを作成している
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この統計凋査結果報告書には、マグロ延純漁業のi.(o~tJ;J 7JI J i(~tぬ努力量(操業l司
数、使JlJ釣針数)及び魚稀lJIJi!魚獲量(釣捜J己数)が)J ~jlJ に紘皮 ・ 経度 5 区画
f!J~ ，こl記H賞されている
これらの統1:卜調査結果報告書は、 1963 イ|てから引イi・長での長期 11\1、 J1、~f.îi凶に
わたり作成されており、その資料数も多い 1991イFの似合、インド?羊におけ
る使川釣針数11約の千万本、メパチの釣強j己牧内約 20jI)己であった。さらに、
同年における「漁獲成績報告書Jの徒IH率l士95% (泌沖の場合)を選え、日
木のγ グロ延純漁船のほとんどが提出しているもので、あり、メパチに関する水
平的な釣按分布を検討する上で忌良の資料と考えられる
本研究では統計調査結果報告書のうち、手"JIJnf能々 1967'"-' 1991年にわたる
25 {'下11の資料を山いた なお 1981.. 1991イドのいl搬作It公4たされていないた
め、AtREJTi五H，(~/J(pn研究所の特別な汗 nfをねて佐川した
用いた水政Ji~mJ係の資料名を示すと次のようになる
-水産Jr研究部(I 969 "-1973) :昭和 42年 1凡...1昭和46年 12Jまぐろはえ
々わ漁業漁場}JIJ統計調査結果報告、 283pp・，293pp.、299pp.，319pp，.326pp. 
- 水PTUj~研究開発部 ( 1974 "-1978) : Wd，fn 47年 1J 1 '"'-'I{J，和 51年 12刀まぐろ
はえなわ漁業漁場日I1統計調査結果報告、 264pp.，265pp.，267pp.，269pp.，279pp.
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-水戸主JT研究部 (1979"-' 1982) : IH干U52斗-.1 J I .._日行和 55?r 12月主ぐろはえ
なわ漁業漁場別統計調査結巣報待、 235pp.，241pp、243pp，252pp
-以H下;t<P'{f研究所作魚資源部(未発点・) : I I{{ 不1156 イrIJJ"-' ギ成:~ 'rl三L2月まぐ
ろはえたわ漁業漁場別統計調究結果報(it、215pp.，217pp.、225pp.、232pp.，234pp.， 
237pp.，238pp.、249pp
3 )新漁場企業化 ・開発調査(海洋水産資源開発センター)
海洋水産資源開発センターでは、 1981年度から 1986年度主での 6年間、イ
ンド作において 「まぐろはえなわ新漁場企業化初代」及び「まぐろはえなわ新
漁場開発調任j を実施した。 その際、 ?~~t共として深延納を使川し、毎 H の操業
tlJ~に位問、~]狼 1.1 1:、釣獲魚の体長や釣針の夫・a[lJ深度比び~J;H~]I似J~斐J品数等を記
録するとともに、働組前に海洋観測を実脳しているn ノKilulについては、すべて
の年度にわたってXsTによる各層水出観測を行っている JI1し、た資料は、釣
針の放ぷ深度が約 300mまでに達し、その資料数の多与等から、現在得られ
る品-良の資料と考えられる、
がJd蔓水温資料1"1:、延純操業 1聞につき!ヶ所(揚調UlnlMi点)の観測で得られ
たものである そのため観測点と釣獲場所との!日|にあるNJ主の距自it0'" 70km 
をむする また、観測1年刻と釣獲時刻との間にlI!i11)渋()"-' 8 1切りがある場合が
ある
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したがって、本研究で用いた釣獲水混と実際にメパチが釣泌された水温との
1mにはんる純度のずれが存在する湯合がもる しかし、これら釣犯と水温観測
との広域f巾な制n年性を昨保した資料!1:他からで1:ねられず、釣独肘の木j置を知l
ることのできる1(1 .の資1斗である内
4)地)j公Ji!船によるγ 夕、、ロ資源調俗資料
卵巣市此とjι又長の測定資料!士 1952"，_19871r (1954"，_ 1955年を除く)の
地点公庁船によるγ グロ資源調査要領(遠洋木政研究所)により収集された測
定結果をJljv、た
資料11:kJ~~20 N --40 S・経度20._ 130 EのfM域において22，675回の
操業によって釣投δれた 153，601IC:.の卵巣市此と j己Xl~の礼[IJ 広結果である
5) 1本海洋データセンタ一所蔵の各州海洋観測資料
水織と依存酸ぷjitの鉛|宣プzロファイルをねるためにJIJし、た資N代、 1本海洋
データセンタ一(JODC)に所蔵する 1906~ 1989 {Fの制作間にわたる海洋観測
結果である 海洋観測資料はナンゼン採水2及びその他の保水邸、すなわちS
TJ)ベ:>CTDにより符ュら才もたものである
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第4章 メパチの時空間的な釣獲域の分布
第1節 メパチの水平 ・鉛直方向の釣獲分布
I ) メパチの水、I~)J向の釣獲分布
li-i述のように、メパチの分布に関する研究は、その多くがγ グロ延純により
件られた資料を法に行われてきた。
ム;、T!:i下及び大阿洋においては 1985年以降メパチの釣按分イIに|則する研究が
れわれている(花本I 1987:竹内ら.1988 b) c しかし、インド洋において
は太、W圃下に比べ資料が少なく、研究対象となる漁場も・部に限られていたため、
1971年以降のメバチの研究はほとんど行われず、 kWJlmにわたり情報が得ら
れていないr
1971年以liの研究は、漁場開発途上の時期とIriなり、資料l土光分でなかっ
た。また、その時点からすでに 20年以 ヒが経過しているこからも、E見合iの状
態との逃いが F怨される
さらに、 1971年以前は通常延縄による釣獲資料を川いているため(久米，
1971 )、釣針敷設問が浅く、現花より深婦に分布すると考えられるメパチの分
布の全界解明には適吋ではないことが推察される
そこで、本研究では、 1967年から 1991年の 25イド川にわたるメパチの延縄
漁業の漁投資料を川い、インド洋全域において純度 ・純度 5 r>( Ilbj 1iの年平均
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使同釣針数及び年平均釣獲尾数分布を杷慌し、メパチの平年型の分布を知り、
メパチの保護・管理及び推進を行うための指針を得ることを試みた。
さらに、メパチの平年型分布の時間変化については、緯度 ・経度 5 区副知;
の月、I/~均釣獲尾数分布を求め、メパチの水、ド分布の時間変化について検討した2
この対象海域と主な地名~i: Fig.4-1に示す通りである。
2) メパチの鉛l直万向の釣獲分イfj
メパチの鉛直点前1の釣獲分布については第2帝の f研究の熔史」で述べたよ
うに、 他のマグロ類と比較して釣獲分布深度が深いことが知られている。また、
同種の最大釣獲深度、生物学的な生息限界、深度等の鉛IQ方向の分布について不
明な点が多い。 しかし、鉛直方向の分布を知ることは漁場を探索する上からも
長い問、漁業者の重大な関心事となっていた。
上記の問題に対処するため、インド洋における深延縄の釣針見IJ釣獲尼数割合
の資料をもとにメパチの鉛直方向の釣獲分布について特に釣獲分布深度を捉え
るための考察を行った。
第2節方法
1 ) メパチの木平方向の釣獲分布
前述の資料より、緯度 30 N以南 ・経度20 ~ 130 E (緯度o~ 30 N. 
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経度 100 ，._ 130 Eの海域は|徐く)のインド洋において、緯度 ・経度 5 区
画(以後、 5 区画という)毎のメバチの釣獲尾数と使用釣針数からなる各年、
各月のデータファイルを作成した。
次に、メパチの猟期 .{魚場と回遊傾向を考察するために、 /年 j)=]のある
5 "区l両 (k)の使用釣針数 (J-IJk)、釣獲尾数 (N"k)から、 5 医師毎の
各丹 、ド均使用ft[(J針数 (11/k)及び各月平均釣獲尾数 (Njk)を次式により求め
た。
nk 
Hj・k= (L.H';k) /nk 
、 ? ，
?
?
?
?
?
?、
Nμt = (ぶ Nifk)/nk ( 2) 
j :年 j :月 n :年数 k:区画数 l子:使用釣針数 N:釣獲尾数
となる。
ただし、用いた資料は 1967，._ 1991年の 25年間のものであり、 nkは k区
同で25年間分のうち、資料のある年の数(1 ~五 n k 豆 25) である 。
(1)、(2)式により求めた 5区画毎の各月平均使用釣針数 (H，)、各月、ド均
釣獲尾数 (N'k)の両分布について、 1 ，. 12月の各刀毎に各 5'rK画毎の使用
釣針数及び~J獲尾数を大きい方から小さい方へl順次並べ累積 した。 さらに、大
きい方からの累積値が 1/4ずつになるように順に 5区岡を4階級に分類し、
階級設定を行った。 ここで、 ヒ位25%を構成する 5区画を第1階級、 25-. 
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50 %を第2階級、 50"-' 75 %を第3階級、 75"-' 100 %のそれを第4階級と し
て分布図を作成した。
また、インド洋のミナミマグロを対象に操業が行われている緯度 4σ"-'50 S 
の海域においてはメパチの釣獲尾数が少ないことが報告されている(新宮，
1970 : 1978)。このことから、本研究では、メバチの操業海域における努力量
分布をより明確にするため、参考とする各月、F~均使用釣針数を緯度 40 .， 50 
Sを除く 5 区副の海域で求めたD
メパチの平年生1.(平均的)分布について考察するため、上記と同様の方法に
より、 5.区岡毎の 25年間における 1ヵ月当たりの月平均使用釣針数 (Hk)
及び月平均釣獲尾数 (Nk)を求・めた。
すなわち、 Hk及びNkは前述のある 5' p(岡(k)における 25 年間の各)~、F均
使用釣針数 (H'k)及び各月平均釣獲尾数 (N'nc)をさらに 1月から 12月に
わたって 1ヵ月当りに平均したもので、あるc
したがって、ある 5.区画(k)の月平均使用釣針数 (Ju)及び月平均釣獲
尾数 (Nk)は
n1k 
fJ戸人三二九九 /ml
n1k 
Nk = (.x:; NjJ，) / mk 
j=l 
( 3 ) 
( 4 ) 
} :月 m :月数 k:民幽数 H:使用釣針数 N :釣獲尾数
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である ただし、 ml士k区画で 1年間(12ヵJ:))のうち、資料のもる月数
( 1 ~ m ir:-c;:. 12)であるし
(3)、(4)式により求めた 5区間毎の刀平均使川釣主|数 (J1 k)及び月 fド均釣
彼i己数 (Nit)の両分布図において、使川釣針数宅たは釣泌!品数の多少を明確
にRぷするため|桝級の設定を行ったの各 51>( IJli1Ij:のf!1I川釣針数及び釣獲尾数
を大きい)fから小さい方へ順次並べ累積し、総(史川f，(J歩1-数及び総釣獲)丞数を求
めた。
さらに総使}IJ釣針数及び総釣獲尾数の 1/利益つになるように、先ほどの各
月平均使川釣室|数 (H.)及び各月平均釣獲地数 (N.)と同級に、 上位から
1闘に 515(山.を4階級に分けて分布図を{竹点した。
操業がfrわれた 5l5Z画数は、調査の対象となる u年j切によって5'~ft_る この
ため以ドで述べる1>(回数l士、重複を合む解析nなの延べ佐川数でめる 3 各月釣獲
j邑数に対して、各月平均使用釣童十数(H Ir)及び各 Ji 平均~J狼 J"6数(N 比)の分布
で延べ 2，314r;z刷、月平均使用釣針数(IJk)及び)J、li均釣般j己数(N庁)の分布に
おいては延べ 241区間であった=
各月平均使用ヂJ1H-数(1-1 l)の分布をみると、操業がhわれた延べ区画数
2，314に対し、総{吏則釣針数の 3/4に当たるがJ6、6]2ん.本が tイ立3階級の
637 [)( Inlj (全体の約 30%)に当り、 rlil様にがJ~並厄数の分布においては釣獲尼
数の :3/4 に、I_~ たる約 38 万尾が上位 3 階級の 504 1，>( Ilrj (全体の約 200;6)に対
応したロ
また、刀、ド均使用がj針数(Hi<)の分布をみると、険業が行われた 241[孟画に
対して、総使HJ~J針数の 3/4 に当たる約 918 万ノドが r.(な3階級の 92区画
(全体のがJ40 %)で投入されており、|司徐にがj1~JG数の分布においては釣j菱
地数の 3/4 に~たる約 3.4 万尾が上位 3 階級の 67 r~(lllli (全体の約 30%)で
がj般が行われていた。
以後、 1:位 31精級に制する 5 区画を釣投J~数の多い海域を f，%密度釣獲
域j とした。また、第1の階級に属する釣獲足数の特に多い海峡を「最高密度
釣扱域j とし、第4の階級の海域を「低密度釣役域Jとした。
2) メパチの鉛l在l川!の釣獲分布
延純をドiぷすると Fig.4・2のようになるc 1~lrl ' の氏側にポすのは普通縄であ
り、右側fi斡仙の長さが普通細の 2併であり、故深 ;'H~の釣針の深度を 2給料皮
深くに敷設することができる深延縄であるη1975{ドを庇として、メパチを対
象とした延納漁具は凶右側に示された深延純が持及してきた。
関にぶしたのは深延縄の枝縄が]1本付の場合であり、中央部にあたる第6
f昨日の釣針が故も深く、浮子縄に近い第 l、日孫Hの釣針が最も浅く敷設さ
れることは州知の事実で、ある。たとえば平山 (1969)I士、この事実に品:目して
釣針の深さとマグロ煩の釣獲との関係について論じている したがって、メパ
チだけについても各都J針の深度目IJの釣獲率を比'1凌することにより、鉛l在β向の
がj獲分イIjのI/~H史的な推定が可能となる
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このことから、答者が耕洋丸で、収集した資料』えびの年間にわたる海洋水産資
源開発センターの資料を用いて各釣針の深度目IJの釣強ギを求め、メパチの鉛l貰
)/lr11 の~J狼分布についての検討を1Jった。
釣歩|・の深度l士、 ド記の4)引去により求めたの
1981 '" 1982 {ドJ~については「昭和 56 "" 57作度七ぐろはえ々わ新漁場企業
化訓告:剛山岳(海洋木l定資源開発センタ-， 1985 a : 1985 b) Jに記載の深
度計により求めた各釣針の深度範開の平均深度を使川した
1983 "-1984午ー度については f昭和 58._ 59年度主ぐろはえなわ新漁場開発
調任報作お(海洋水産資源開発センター，1985 c : 1986 a) Jに記』肢の深度計
による l記録及び~n.tj:深度に基づく数値をその主主灯J It、た
1985 年度について門「昭和 60 年度まぐろはえなわ新if.~t場開発謝究報告書
(海f下水内資初日開発センタ-， 1986 b) J に記 11誕の J 卜 t~: によ り求められた推
測深度純1mのうらの'1'問深度を用いた。
1986年度については「昭和 61年度主ぐろはえfc_わ新漁場開発調査報告書
(海洋水産資源開発センタ-， 1988) Jに記録されている各操業毎の投縄距離
と時間による漁具形状から短縮率を計算し、幹細を懸垂rHI線として釣針深度を
よRめた 3
~:行-が収集した 1986 ，._ 1987年度の資料についても削除の);YJiによった。
資料f-t q告別の m~介 |士、各鉢ごとにf&初に場げる釣引を 1 1号、 fr}後のそれを
1需としたり lょ述の)j法で、求めた各釣針の敷1没深Jrは 65._ 275 mであったが、
-32 -
特に深度 61mから水深20m毎に使用釣針数及び釣獲尾数を集計した。
まず、釣針の深度J.lIJ釣獲率は資料が得られた各J操業点(i )について、各釣針
20 m毎の深度範囲 (dm) における使用釣針数 (h，01)及びメバチの釣獲尾
数 (Ct d)を求めた。さらに、インド洋における全操業点にわたって、深度
20 m侍に使川釣針数、釣獲尾数を集計し、この集計値より使用釣針数(hI ，) 
1，000本当りの釣獲尾数 (CI J)及び深度範囲 (dm)聞に対するメバチの釣
獲率 (Rd)を次式より求めた。
R d= ( X; C; d/ X; h 1:) X 1，000 ( 5 ) 
ここで、 nはある深度範囲 dmにおける資料数。
第3節結果及び考察
] )メパチの水平方向の釣獲分布
( 1 )月平均使用釣針数分布の特徴
平均的な操業状況を把握するため、インド洋におけるマグロ延縄の月平均使
用釣針数 ([-h)の分布を示したのが Fig.4-3である。同図によると、操業が
行われていた海域は緯度 25 Nから 50'Sまでのインド洋のほぼ全域であった。
操業が行われた 5区画の数は 241であったc そのうち、使用釣針数の特に
多い第 1階級に属する区阿は総区画数の約4% (10区画)であった。これは
操業がインド洋全域で行われたとはいえ、漁場として利用された範闘に偏りが
司 r、
- .);)・
あったことを示しているつ
第 1'"第3階級に属する使用釣針数の多い海域は、以下の通りであった。
・アラビア海南部海域~マダガスカル島北神(緯度 10 S'経度 45 E)にか
けての阿部熱帯海域
・ジャワ島西部付(緯度 10 S・経皮切 。E)'"オーストラリア大陣北西部
にかけての東部熱街海域
-緯度 30• "-45 Sを中心に、ケープタワン東仲~アムステルグ、ム島西沖
(緯度40 S・経度 70.E)に至る南西部高緯度海域
-緯度 25' '" 45 n Sを中心とした、フリーマントル沖~アムステルダ、ム島
東沖(緯度40.S・経度 80'E) に雫るl有東部高緯度海域であったり
一方、第4階級に属する使用釣針数の少ない海域は、以下の通りであった0
・アラビア海北部、ベンガノレ湾、緯度 20n Sを中心としたインド洋を東丙
にわたる海域及び緯度45'S以南の海域
(2 )月平均釣獲尾数分布の特徴
メパチの月平均釣獲尾数(Nk)の分布をボしたのが Fig.4-4である。同図に
よると対象とする海域は緯度 20 N "-' 40 0 Sの広範囲にわたっているが、ア
ラピア海北部及び緯度 40 S以南の大部分の海域では操業が行われていたに
もかかわらず、釣獲尾数は()であることが分かる。また、操業が行われた 241
のj 区両のうち上位 10区幽-で、総釣獲尾数の 1/4を示 している
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このことはメパチの釣獲分布範凶が非常に狭いことを示すものであり、先に
定義した高密度釣獲域は以下の通りで、あった。
・アラヒーア海南部~マダガスカル島北部の西部熱鼎海域
-純度 10'Sを中心と したジャワ島内1"-'スリランカ南沖の東部熱帯F海域
-緯度 30.Sを中心と したフリーマントノレ沖~南アフリカ沖の南緯I高緯度梅
域
このように高薪度釣獲域は熱搭海域と南緯高緯度海域にあった。特に釣獲尾
数の多い最高密度釣獲域は、分布形状としてはこれら高密度釣獲域の内部にあ
り、アラビア海南部の緯度o'" 10 N、経度 50 '" 70 Eであったロ
前述のように、高密度釣獲域は主として熱帯海域、|有緯高緯度海域にあった。
これらの海域では Fig.4・3の月平均使用釣針数(Nk)の分布からも分かるように
使用された釣針数も多いc
使用釣針数の多い海域については、以下のような諸報告が過去になされてい
る。インド東沖、アラビア半島南沖に関してはマカジキ (Pillai and 
Ueyanagi，1978) 、マダガスカノレ島北沖に関してはキハダ(森田・古藤， 1971: 
本間・鈴木， 1972) 、岡島南沖に関してはビンナガ(古藤， 1969)及び緯度
40 Sを中心にインド洋の東西にわたる海域に関してはミナミマグロ(新宮，
1970 : 1978)の好漁場であった。すなわち、使用釣針数の多い悔域は、マグロ
・カジキ類の好漁場であった。
この現象は太平洋(吃本， 1987)及び大商洋(竹内ら， 1988b) においても
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i4t?《されている
インド作における ~í i.(('，場が熱市海域此び|旬純 117i純度i制改正あり、こ ωlílri71IJ'Þ~~
ω '1 1 m ] の ql純度海峡でι~J終局数が少々い現象It、木、I'.ÿ下及び大 IHH下ω場介と)，~
本的(こhìj じであり、このこと I，-t後 iliのがJ~l笠通 /jthhlが釣;íjJーの放ぷ深度の選択に!長l
して恒梨花;;開・?を此げすもωと待客足される
さらに、インド汗では次のような特徴があった
ベンガル湾及びアラビ、ア海の北部海域で、は釣投J己数が少たかったが、然イ1:げ1]:
l或における水、|乙)fril)の釣銭分イliが太、|什i':1えび大凶作のようによRrll'，'jl)4fL~では /ç_ く、
逆に州HUJで山iかった (Fig.4・4)
'1 1総J tげ~I}.J或の木、ド分イIiに1}りしては、 λ;、Vt下及び大I)yifでのl何HlIJ或で1:fl~4密度、
*fWJで、104街J主であったが、インド作では点1珂にわたる令.域で低俗j主であった，
イン f-:'i下の 40 S以|布の海域でl吐、ミナミ γ グロを対象(こ多数の釣章|を投入
している海l或である (Fig.4-3)にもかかわらず、メパチの釣彼がoであった民
I IJJj が }l~~tIÍIJ I:1 (こ J1~がってし、た(Fig.4-4)
これら、 k記:~つの特徴にmJ しても、後述する j，<J1度通ノkjlu!のう〉内jとω給佐々
関係が推察される
インド作におけるメバチω 、|乙均的た iqJPl 、ì.f:~'，場及び、不Îm ，切な 11 r 1 i佐fl:jifí' J をtB~ji!
オ‘るため、 IriJfrDω科n、ドJ勾釣姫j己数(N )の分布をふ|全め Fig.4-5に示した‘I，ij
I~I 々らびに Fig.4-4 (こぶした)'j、|三均釣伎):s数(N.)の分イliによると、 L:なメパチ
のI~j街 j交~~~JJ控 J成 1 :、以ドの :3#1iJ或であった
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-阿部ktifi:海域(アラビア海市ifj;~γグrガスカル，I:j.1ヒ戸l') 
. ，収|K〈if立削郎.?羽刊f引叩|日i土烈烈.~~リ，f併!日i
. ，付、i十打;JH，7jM主が糾総j4拡仇ω1よhμthMld:U心.7什J
州;川.:刊川(刊巾I~熱{川i作?げ行拍lμ]成J点比 (アラ ピア討拍'!j引I'~何ト何j 剖郎s ...........γ ダプガJ ス 3メ均U/ルレ 1山;JJJ北ヒH川|ド，) : F日ig4-5 にぷ寸ナ-i，3Jf1
jド山iゼ工 o~以江北のアラじじピ、ψ‘プ ?[IrI十Ji'部海域に1:、 1('; ~所 j lLFjj1211』Iか 1，f. 1-EJ，I;j {I'にわた(て)1ラ
lえされたご l /)' L、133街jだがJj長J或の範IJHI土手fi;変化をし、 7---村川のI/jli:1む|攻
(I/~ 1)~く紺i小傾向にある この'1寺男j にはl泣117Y街l主主~J純Jl!日が無かった jikl:;i街J.[f~J 
j監岐ng Jにアラビア海，y，j;部海域(純度行 ----10 "・粍位。o. 70 E)Iこ現れ、
それ以後、 12) J宅で(えば1，ilじ海域をrjl心にJrjt&¥れた(Fig 4-5) 1 )jiこに
このげ~liM(にソマリア仲(純度() --10 、i'ギ:J'r45 .. 55 E) O)lt}，¥':j¥ 
(liJ1'皮が}JIJ )りさらに州(JlIJへと Jl~がる IN-fi情J¥t分(，!llUt :1 J J主でソγリア~ス
リランプU"，'j Ill{rllのアラビアiM，y}KIS村正jilt.，li;にかけ UNii;Lた
これらのl'JJ街j定的処J)剣士、 4Jlにti:その)，'iJ辺行1]'Jl点， ~ ;{i)り、 行川以降lごIi:スリ
ランカ州れl'で!i:九沿し徐々に抜主った それに対してソマソア仲で(，t5 J J主で
ld-1JY市ltttj般域ぷあり、。μ以降Ii:指針j、し 7...~U: J (こ{-t，向性jIEjfjjを域が日とん
ど1民く花った
アラビア梅雨前)ifljJ或でに、 IfJi密度約投域が縮小し始めるばlと1与を1，;じくして、
() J J にγ ダブJ スカル日j~t 件1'(/) ~，.[アアリ力 rtl' (純度() .，_ 10 S. rf:!主 40 ._ 
50 C:)にJlk11i梓u主的舵j戒をftめた1;(心.1V;
l山主幻l:が約!式匂(り1位ωJl占如，t*守弔叩iり!山江 70 E 主で、1市巨ノへ..fl駈払iよ、，)大〈 しfた乙，t川oJ 川l以|ドi朱、 三ω |dl1i?件杭』中弘十九a川
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小ずるか、代わってhilJi密I:I[jl~) )長以n ~JI 以|派に 、 ニ (j)行'I;h~~0) ~t!1{岐 (j)アラビ
アiflii十Jj'fIW，j.J!支(こもる
ニのように1V街1ftj'()J金J或11アラビアifI.1十jì'H~ rl): J戎('I-l1 ...パ JIをilIもμ;純1mと
して 日----)g~ イドω 。 JJωh'¥jにんり、 7-----H)1に納小 し、γ/ガスプ'JIレ ，1:，lj~t れ l ' で ( -t
(}....ω) Iにんったむこωつら、ソγ リア川lで/1:7 -. D ) Jに/'t，¥'，'伴nぜが)5立I'点I)q{
とんt-"，I!l~ かった
以上の1見象にI~l して(士、次のようた解釈か成り J，:っ たお以ドの号式さにおい
て与I段と iぐいるのにメバナの成熟似体であり、このメ Fベチの，N;(!~ O~jj (本{士、水
rfI t ')0 tnセでの木泌が26C以!この)cl'I1/:' (t={I:するifli岐においIC多く分布する
たどし、ノtclfti卜'50m t むの木?fnlがおじ以卜.という条('1:/-t析化北京そ<l)f去の維
，仰の/ltf(ご'!l:・4之占れるものであり、メパチが岨;;?/|tU、してし 1るの(士、δらに深
い/]<j栄が 10じから 16Cω)¥"';である また~A'ii~;iMJ11~におし 1て、!戊:111 {|Ji | 体ωI)'{~ l} 1~ 
/'U'，] 11' V )，) /-り 1Jわれる これらのことを巧厄して、以ドの4・慌を進める
i:!切においてrt、|十j併の不良↑j風ω~i~~;Jí}に より 、 ソ γ り T~I 'を '1'心 とした海域
(Pig 6・5)('~1J叫が生じ、木IfIド50m主で、ω水illIi)¥ 26 C tりも低 1"するn この
ため~)5笹本代、li 海域全体にわたり 低ドする これに対して、冬千で代訪日.の彩
料を交けたいため、 /KI(!i ~' 50 m乏での水tiltが恢ドしたL、/ニめ、約jを'辛口17iく
と々jと行えられる
以 1 '，が光に弔げt-II行J}~ 寄り二対ナるみ=@究による俳収c:' 1&)る 次にjilべるどつ
の rf'J J!，~ (，の J~f:去についても、 lLlUの解釈が吋て/.ti /J 
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.tk f刊1然{I~tfli域(ジ‘ヤワ J;b~スリランカ市計1') :ジ-γ ワJiltjhII-tiミ!ぞ例年lf;i詰
lE約終j或と fi: っていたが、その.tY~膜11::{ -(う J1 !こjl立も紡小してt-ヴ- 7 J 1 ，にζ!口t 
I，iげ川.
{後変 辺川司fと'で(:引、1小I，ij十討拍fl仰削jザ似引iμ川J1'日~スγ 卜ラJμiJj 付沖1f合?が j以!仏4止わυυa]Ujld正1f山'，Jj:f梓i宇併附宇折削:υ)\工μj~が約3刊1川〈句:~J Jバj位ω1I主IνいノAef， f介fめ /た:に~.1山;f川71Ji;街キ桁，:l凡l主U'が灼ぺ勺~J5処佐h皮と
/仁勺ぐいたt こω111i術I(t f~J獲11'皮 11: 1 .， L J 1 (こN，~I ゼf) . 1ベ Sを‘さらに，}可IlJへ
1、人1、2)1 に f:t1，，(九州1WJのチャゴス~r.'J; ，'aflj: J1史(終ば 70 "-' 75 E) に注した
しかし、:~ )jにたるとI~iJ ，諸島海域の lf;i松山j~Jj樫Jl!~I't ~ì' i?凶し、代わってど--...4 J J 
tでに1，iJ ，;れ;ふlt'fJlJのス jランカ南京沖に北!ゾ、 γヲピアU，j1-j ;'i¥ ifli1!XωlfJi密lt:
亦J5佐~!I(と-休と!i:った このように、 7JJ以1;年ジャワ，l:'j方、らスγ トラ，CbI1の17i
掛j立がJ5処色ωj域l吠皮如lパ-tヤγt)!.マ4ト3炉:
J百品し治:j~以U~川川|ド1をスリ ラン力|汁出十判lt点u河l正i仇ゐ域父にJ北ヒ l上:している そωJiピ幻|耐(，“1、こ ωl“lf山川'I'j~持街争討:u凡皇主守'@炉釣(句J1役袋 J11或皮の
J北ヒ |上川:tにこυ('、!ド4しい、 点;'m熱イi;:行ljJ或で'1i:，iJ&の泊り:1.-._， (i ) 1に.1lV併j1U(j処J1，I(が稲作小した
|村和'11.JiS!?lit.討"il9Z ( ブリーγ ントノレ....... I~ìアアリプU~1 1 ) : 10 ----)!，;~年江川 ω IH 、 I /~
球0)UJ~Iにおいて 117i硲j交釣獲域があったのは、 j:としてl行ブ'アリカ|十ul.!}I'&び
ソリーマントルmW_;~11の 2 カ r9rだけで、あった
l向井j1irf(j益減l士4月からフリーγ ントル削れ|I(tiv -経!主 90
95 E) を'11心と して7t11介へ広がり、 Jを粍る止 JI_:に"ilifl.f ~!~ 1えび持lえ3~ -. 
40 S・終lえ20 -25 E、純度30 ---日 s . ~~tJ'~ ω "'-75 E、作I.'t30 
35 S・粁j主105 "-' 10 Eの各行:j}J.戒を1'心としてJK州に拡大した。そLて、
7 ) 1 ;をM'i，}.WIとl'C (; "'-~ ) 1にアヴリメ1"'-オーストラ 1)γ大1;長七でliltインド
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?干の l半j緯 r'，'-[j緋皮河~lf J域全域にわたって Mi精度釣獲域が)j~ がつが 、 しか し、10J J
以降Ii:これらの尚子何度灼獲l戒が縮小して、以後マ長年ω :~ ) J主ではじと lてl半jア
γソjJr釘J，!ul'、ブリーγ ントノレ行}j J711 ω 日カ )9行斗íl~ り llV特iI主主{J投J戒がMh父され
T二
以 1 -.のように、熱，貯海域と rtj が1 111総JJüMJ戒に II，'S~判史=釣彼JDXがあったが、これ
ら阿梅J}!.HI¥Jの綿)t20 Sを'1'心とした締役:15 "-25 Sにわたる'11緋1%1ザ域
で1'"1作II¥Jを@じ丙裕1ft釣猿J域内!1tかった
本の|・究の'1凶i'fl)士事情海域における1皆l主的強域の縮小川]'!1JI7 "-'お川に対して
久米らの報汗 (1971)では 7-----9JJと 1-)J)J長い4 支た、本{り「究でIi:ソγ リア
戸I'(})7 "-J 9凡には，ui街肢がJ獲J或がほとんど、j咲かったのに刈ーして、久米らはこω
J~Jl I~1 に漁場があることを述べ、 1 0 '"-12 Jに減少するという相違をぶしている
さらに、本研究ではジャワ，I;"JI'~j ~I'ω 111 件u支約獲J戒の縮小I.'f WJ が:~ "-行)Jでんっ
たのに対して、久米ら (J971)1-t4"'-行)Jと I-)J J J長かった
これらの十日進は、本研究で 1'"1 ) J JJ iJ の検討 というさらにI I.~:1m 1'りにli下手Il/l巧察を
1fったのに対し、久米らの報行li:3ヵJ  1TI:という I.J'1討JI削|悩が長いおのであるた
め、 i.(~\場の千:岱11下J変動を l ブJ 川 q11ιでより j政府にtJfえることができずにイ1 :，じた
ものと樗えることができる
-方、久米ら (t971)は巾jr:l~ ，(;i純度海域の 80 E以内における漁場形成に
ついて、資料が少ない 1"':3 川!士不I~l で、!i:あるもののメパチが釣推される IIf能
性l"t.f!民いだろうという推測をLている これに刈し、本研究で("t1りられた資料
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を j己にメノミチのがJð~!吃無いことを i確認した (Fig.4-5 )
作J‘|乙均約殺j己倣(N )UJ分 fI-jI ~I の結果にぷづ、き ( Fig 4・5)、イ ンドバJωメパ
チの漁Jり|、泊、場とド叫lf{I頃I{I Jを慌iーにI?(I(，'0に心したものが Fig.4るである
，iI ilの.IlUり、総J%30 Sを1'心とした|判緋lf7i来年度海域で'11:4 --H ) J(/)I十j、1':
球の冬J~Iにおいて 1両信度約獲j戒があり、熱f11:Milj或でパジャワ ，1;.'J )r'iJ辺で 7J J、γ
ダガスカ It，_ JI: ，'J北川 1で行 JJ に1I 1 .g~ していることから、このIJ~'!~I に IN~咋 I~'，'j *4~J主計Ij. JJJX
におけるメパチの・;部門、これらの熱肝海域に移動している ことが推測できる
以後、ジャワ品川辺のILI楕[(t;f~J雄j戒は 2 )-Jまでジャワ仏~スγ トラ，1:刊 Ir に iJF
j市していることから、 |れl判Iに 9川出全で、|村総出純度海域より|姐1;1):メバチの十Ij車内
がhわれ、それ以降~J頃主で、分イIJしているものと与えられる そして、 12
---"i'?_ (_I -の 2川には純度f.) "' 15 S I日|を州へ移動し、己.-.__.4 ) Jにはスリラン
カ I'f.j 束事 l' に~t上している
-)j、γ ダガスカノレ舟，1ヒ川lに(1)J に I J\~したメバナ円分 ) J 以降|日I ，I;:Jの北京)j
riJjにあるアラビア海市部制城に移動し、 1 "-':3 J Jに ソマリア~スリランプj仰の
アラビア拍~Iキj 行I~ 拍'f. JJJX -十日:にr，'，S!f村l文釣披岐を形J~えしている この1/¥]、 1 .-_.~ J Jに
メバチ1-t七としてジャワ市~スγ トラ品計Irとアラビア河:ljI判庁1)海域リ!ij:ぴ)~Mj或
で釣獲されたが、 litr1'i-ωJヒ1-:~こともない lit.j有~/-t : ~ -. 4)JにスリランカIYJ~I I でイ下
流、釣獲n)X1:ソγ リア~スリランカ|拘束れ11にかけての海域に拡大される しか
し、 4JJ にばそのjf;i 辺海j成で、lhi特;Jrt~Jð監 J]JXの新i小似 Ipl を〆J' した
寸Itわら、 1 ~(Hlì~r:'，'j純度#Jjh皮におけるメパチ l-t、の、 7 川 tt!から γ グガス力ル
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品北れ l' 、ジャヮ μれl'へ~t Lし、 1 -Ll ))I::(Lにかけてソ γ リア付，"-ス γ トラ，1:ゐω
点IJ4U)'I'!JI1山It、fhf17戒に分布するものと縦測できる そして、 4J lUより Ilil#ltj:成
で、!日給度f，{Jj~J戒が縮小し、I'~j総117i純度海域で1111舟 l定的接j当日が拡大寸ることか:‘ハ
メパチはこのlI~fWlから熱帯海域から|制咋lj:，~*t1J幻f語j!.!xに移動しているちのと推訴さ
できる
このよう々メパチの修!助!吐次ω ょう Il .iJ l~1によるものと巧えられる 先に、
インド洋の熱川耐域で代、良県lにおいて昨j州不自i胤に起附する川外のため、 JK
lfiド50mまで、のノkiL1がfJ1:ドし、メパチの成熟似体がそのずH't1-_、ノド.ιするの
に | づ}I(状態でたく々ることを述べた r この結来、メパチの成!?{~W，l(本(-1:より/1:
息するのに過した海域をム!とめ I '~:j締出純度海域へと移UVJするものと JS え九れる
2) メパチの鉛|肉1~)jlí'Jの釣獲分イli
メパチの鉛|白CJlrりの釣獲分イIj を検討するための資料収集}，'.~Ii: 1，198地以で、
Fig.4-7にぷ寸通りであり、釣針数(1:1，871可143本，約獲J己数{士 1、059rtであ
勺た
メパチの鉛Il~C); l r'Jの釣殺分イI jについてはインド・1干令~lÞJ<の他、地域13~f~~.'f間(を
~班長するために海域JJIJ分布をJjldべた 海域l没iにあたっては、 mfJiliのようにメ
パチの尚?何度釣獲j戒が州;'{-!S熱f1:海域 (w/¥.)、 tR~15烈イi?海域(E B)及びI~j・緋 11.5
純度海域(己1))の3海域にあり、総!度 20 Sをql心とした米州lfわたる 11
純度行'1):11を(，VlC)で、11密度釣獲j成が_f!悪かったωで、 Fig 4・7 (こ 'l~-j ・ 4 げ'Iill!皮を 1没
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正した
なお、がI~Lí工 10 -. 15 S 11の収集地点については総l'工10 S H近での倣業が
多いため、 τれらを fAfi;:海域に加え、特j良~ 15 SをiflJl1~ωij.ι.wとした
内庁I~土品川行'iJll~ (w八) :jlftj主]5 S以北 ・れ!弘 75 E 以内-
Jliflih品川 ( E I ~) :純比 15 S 以 -1ヒ ・ 料JI~ 75 E以JU
l|lBIlりだHIFJl点 (¥1 C) : 忘年1主IS -..お
l十j~'I~ I'，，'j ~iH'1 rf，Ji!皮 (SI) :純度 25 S以iti
インド洋全域におドるメパチの鉛I!主)jIIJの釣処分イ1iを141刊するために、ヂJf.I-
?~II~ 20 111 11);ωj~~J 5(~ギω分布を 'J' し，三ものが Fig4・8 でんる |叫ん、IJ ~ -，，'ように、
がJ~H-u) ノ'J， (~I t 61 -. 280 m )ç'~ω広範1mに倣It止 されたので、 jnllTjf|{1! のが]投分 イIj
も l ， iJ純 1mにんり、 jlZJ捜本11深くなるほど、1"百く!~るflJ'll"け を'〆 J: lている
. tJ止(1<)に/K拐でが伐-い的安|での釣獲が少々いと ，iわれているメ パFについて、
61 -. 80 mJ¥(川、ら 141.. 160 m帽におけるがJ.)役中川、 100-. 120 m )¥"'iにおける
3.0がjlhi.Jiであった しかし、それ以深のがj純平!i:161 "'-180 1 Ji"において1-1:
7.1で、 261-. 280 rnJ¥汚において(1154で、あり、 j架く fとるほど!II ど 1111間 (I~Ji-1-'っ
)J1lしていた (Fig.-1-8)
約j位ふれ/=メパチω;1・IJ介!士、 161-. 280 ml刊においてt.t令.体的 85'~l で、そ
U)う'lj241 -. 280 II )¥'，'iでは令体J)40 '!tilで(わった 2g 1 1J:，、11tuJ121:|ltj!小、が、
これら(/)i;日1/'0;1(1)のがJ1位分イ1i(l;(i向から 281m以ihEUJjkjj監中lこっし、ても坤'1)1の
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If能性がある
ニのため、 1:1と分{!if¥Y;I-t161 mから 280m 以j京にセで)J~がっ てし、るものと J花
伐できるー こωこと力、ら、メパチがiLU'，I;~' 多く '1. ，山、-.J.る IJく11¥1 0 "- 16 (‘U)Jr")が
1(11111)、ら 28011以j米主でに守そっていることに TるもωとJ号えらhる
)j、4rtlf.r:l (W八， 1';:1， ¥IlC， :::;1))の日IJ ω ý~~J込 ~J 'J j~(J 5~ヰの分(liについ
て1:、以ドのようた傾向をボした(Fig.4・9)
州;刊i熱併行It域(W八):釣j全半は 121"'- 140 mJ¥"'i宅でIt 2 5以卜と似し、 141 
-. 160 m J¥"'i u) 5 3川ら 201"-220 mJ凶の 103主で1"'-線的!こJlMJII'_、それ以深
の 20111かむ 28011/¥1ではほぼ1，.1じで、あった こω1111の 141，._. 280 mJ刊で:1:
や:(~çω92 OIOのメパチがjメj獲された 281 m J-J_、深の資料r-t m~ し、が、 34jj?i-ω故I没
深度目IJ メバチのj~(Jd位中のmJJII傾Ii'Jから 281m以慌で II ， JHlv)~ね 1 1 ' 1 1'1<)Ik分イIjのI可
能1"1:がんる
*l'fi)熱，liげliJl究(I ~ 13) :約j庄中/1:泌さとともにJVIJI")る似II， Jを心したが、
141 --160 mJ¥"'i 'Iでは 4.9以下と低かった しかl_、 161--180 m}¥'riω8.6か
らj策むとともに 261--280 m Jçtiの 19.8 主で;1"(料(I~)に J{'iJJII し、この1111の 16 1 "-
280 mWiで1:-t:(4~のがJ 90 (1)のメパチ，/;， f~J ~{Qされた
二れらメバチのj:(}114111りながJJ佐 i良 If'J から阿郎主~~nHfliJ~~ (¥¥.λ) とIrlbf{、281m 
以深におけるメパチの約終のIJ能性が拭奈される
"1 *{i( 1StガIj.J1氏(MC) :釣針.1: 61 "'- 260 II Jo;~'!に 11立 ii'o'. ふれぐいた 、 がJ 娘二十51 1:
0.0--1 .4土問く、 j米!立によるがJl~ ヰ:ωì~~li:J! IU)，勺「
-4斗，
|判K::fr- l'，':jが\~J主計If.域 (S D) :約主|ーは 61.. 260 rn )i，'o，:に放1itされていた 約j位ギ
l士07.. 4，0を繰り返 したが、深度によるがJd盤中の4:|ifi:円以詐で、々かった『メ
バチの鉛|町ノci lt， j のが]獲の何ll(I J I --t 州 ì'fI)熱'~Ii:YUj. j成 (w八)と点的i熱帯海域(Iう J ~) 
!壬どではえいが、 261m 以深でもIlil碕の釘fil'I)iI(l)のがJ1.@U)l l f能 t' l-:が ~'ff:記ざされる
このように、インド下手におけるメパチのjzhi-fi;HUlのがj殺について、総l主15
--25 Sのl|1341立海峡(.¥11じ)及び来年J[・25 S以i村のl十J純正:)紛!立1j.Jl!x(S J))では
深度によるがJd整中のjJ24tfHtかったz
メパチの釣安|うiJiJ釣獲!CG数代、室内|白;ぶri，Jの/1:息分イ1iのiばtrlJfl:をノJ'さik~ ¥という
危ぐがある しかし、 白史的に昨@nJli(月本付の場介)ぴ)il~J ;í! 1付IJのがj獲/jtキハ
ダでIi:2 .. 4千件釣針で、 γ カジキでf:t1、 ち揺の浅いが]主|ー で多い(化本，
1976)と搬告されている 魚極により約獲されたがJ針許日-により釣j盤沈没~/)~>Iと
められることから、本研究でJIJ し、た深度目IJ約獲千i1i:メパチのが:J1~ì栄jjkzから 11".ι
深度を批辻・する下段として有効である
メパチの鉛p'(hî r ，j の約獲分布にWJ して、魚~r手際);II ~換を}I J It、た，i1M1tによると、
'1 I jJrf;tl)木、I作で円以深 270m (lLl'ドら， 1966:依ーら，1968) 、インドt下では
150 ，._ 200 mで肢も多かった(雌イ{ら， 1969) 
1IIj'@~JÜによるがJ1史料iJ4JPで代以ドのような四 ??が々されている すf-t.わら、 l 
鉢巧 本付の延細によるメパチのjlL121Jjリ約殺!己数山I{トパ故深の :3信釣jl.でi止も1i
いこと(渡辺|布之、1961:凶条、1970:花木、1974: 1976) 、他のγ グロ知に比べ
深海内の仰をflj食しているという 円内作物組成の将i逃に|羽寸ること(渡辺久也，
-45 -
1958) 、 ドなj;tj隻肘11他のマグロ頼に比べ深く、従制の釣主I'J):fIJi主木深 160m 
以深にあること(イ七本， 1974)等である
ハワイ諸山阿川1においてメパチにI出f波発{パ機を淡，1守してiu跡、Ijt日伐を したl4
~I{( Holand el a/， J 990 )によると、 i分イliJt?J /1: (支1r'¥ll't浅く 70"'_90 m、1'i '(-t 
深く 200--240 mであった これ円、本研究で、のがj般jFjが 281 m以深にセで
広がっているという推測に対して浅い
このだがIJ" じたJJ~(I*J 1士、対象海域が5'(たったり、試験{1'il(.本が 75cm 以ドと小
14であり、本研究で抜ったM制の対象魚である 76cm 以卜.の 2 Iぷ魚(久米句
1979) の魚体lこlじ較して小tさいために生じたものと椛携でぎる
宅/二、メパチのがJ5望派)Jtについて、インドy'(=でわ-ったHI岐jしのたて制による
試験(仲奈川水i試.1966) の部(lJでは、 1965"1ーの場合には 135-- 186 m、
1966作ーにl】tM大深度の釣針 240mで、メパチの約ぬがj誌も1I7jかった(化本，
1976) 
')J、アィジ一品，I:JV~)J河lkJl~ で、1Jった、 t副長 - 佐々木(1 974)の機??によると、
1970年の場介内最大深瓜:380 mに{12Rする釣針において J3 J己/釣針 l、000木、
1971 年代 320m(こ位附する釣歩|において 15厄/釣針 |、000本で、 h士も多くメ
パチが釣獲された 主た、 1 974 イ 1 :の試験によると、パワイ l特 IJlH110戒で、/ì: lt~:i架
Jlごの 245mに{，'，:;1け・る釣針において 17J_Ii/釣主1， 1.000本で、 Aえも約狼!己数が
多かった (Saito.1975) 
これらの試験におけるがJ1陸地数l士、それぞれ、行 J己、 月J己、 19h:L 25 J己及
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び 12)己と{叱 川釣針数の関係からか少!tv 、が、本イi)F究でrif(J5住ふく{前~，出占れたJ，土
1栄釣波探J{281 m 以r~にもメバテが中11 、I i 分イIJ していることを IJ~ n&寸-るも tJ) で
ある
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第5章 メバチの釣獲と環境要因の関係
第1節 メパチの海域別成熟状態 ・釣獲適水温及び釣獲に対する最小
溶存酸素量
1 )成熟メパチの海域別事J獲域の分イri
前述(第4章)の)-jijL均釣獲尾数 (N，)分布から、インド洋におけるメパ
チの高密度釣獲域は赤道を中心とする熱舵海域と、緯度 30 S線を中心にフ
リーマントノレ沖から南アフリカ沖にかけて東西に広がる市総高純度海域にある
ことが明らかになった(Fig.4・4)。
また、各n*灼釣獲尾数(N，k)の分布図σig.4-5)によると雨宮j支釣獲j或の位
置は季節によって移り変わり、北京季節風が最も強くなる 1月を巾心とした時
期には熱借海域に、南西季節風が強くなる 7月を中心とした時期には南緯高緯
度海域あることが明らかになった。
ここでは、イ ン ド洋のメパチの生態解明の一環として高密度釣狼j或のメパチ
が、どのような成熟状態にあるかについて、海域別に検討した。
2)メパチの釣獲適水瓶
メパチの釣獲深度を決定づける環境要比| を知ることは、重要f~~題であった。
メパチの釣狼深度に影響を及ぼす環境要因は数多く、単一でなく、稀々の要因
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，)¥ *n.1;メ合わ されて影響すると推察できるが、只~(体本糾f的l内Uに f件宇々 の咲闘がどのように
メパチiにこζ，j影!
敬多いg段;足tJ瓜克 t叫皮是，休凶|の内、本jAU士比較的測定が作易であり資料の収集も しやすく、
立lf，iiの4. ，仏に I~(~京阪科を fJ- える要rt::l として、オミた釣投のJR17裂の ーっとしても重
'.&fである
そのため、魚獄に|期する環境の研究l-t1:に木払1についてuわれてきたひしか
し、メバチの釣獲深度と水温を同時に測定することは多くの|材難が伴うため、
これらのriJns測定の資料は少なく、過去の研究/1:主として、!ι均水出や表面水温
等をJIJ It、てれわ才Lてきた。
メパFのがJd夜逃!木iM.に関しても、釣獲とAく温との"lJnS filJ Aによる資料を用い
た研究l士、Hanamoto(1987) の太平洋におけるメパチの例や、 l趨也自行:波発信機
によるi沿』位佐ib.泳Jr，附F円jノ水'Kr，討払仇J』んI日1
関寸す-る判峨;;仏lへIパ./はt ~主長 lどこご、凡あたらない。
ぷ1[0* Hnl-t特に口照、風雨といった気象の影響を受けて変動!やすく、短時
11の聞に変化を便じやすい また、マグロ類/1水槌雌肘を合むj.<.luiから数百メ
ートルのJ¥;'iにわたって生息することが知られている (Hollandel ([1.，1990 :斉藤
・佐々~ ， 1974: Saito， 1975: Suzuki e{ ([1.， 1977;IJfI，1974) 
ここでは険業時にメパチの釣獲深度の測定と水温の{JLi!llJが1年明11(I~J に f':;J時に
1rわれj"-資料、すIi:.わちγ グロ延純による各約金|の深度における約獲地数及び
水油1版社{リの資料よりメパチのがj獲適水温を求めた
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3)メパチの成熟状態と水瓶の関係
従来の研究によれば、海産魚の成熟に最も関係がある環境要凶1:水混である
されている(原判， 1974:平野， 1974:松原:1991) 、メパチについて成熟と
水楓との問に関係が深いという報告(久米， 1969 b : 1979 ;久凹， 1979)か
ら、成熟したメパチが分布する要凶に水温との関係が推察できる。
公庁船(水産研究所、水産試験場、水産高校)を除いた 一般のγ グロ延縄漁
船では、その測定が凶難なため成熟状態と水温との関係を調究することができ
ない。 したがって、メパチの成熟状態と海洋環境との関係~こついての研究や資
料はほとんど無く、太'V.洋の操業海域での数年間におけるメパチの成熟と水温
(久1]，1979)、メパチの成熟と表|断水温(久米，J969 b ;1979)等の関係が報
告されているに過ぎない。
そこで、操業地点における釣針の魚体測定と同時に絹ーられた表面から水深
300 mの水瓶資料より、釣針深度におけるメパチの成熟状態と/K温との関係を
求めた"
4)メバチの釣獲深度と溶存酸素註の関係、
メパチの釣獲分布に影響する環境要因は、水温の他にも溶存酸素量、餌料生
物等が考えられる。このうち、溶存酸素量は、環境要因のなかでもメパチの釣
捜以 tに生作にla接関わる重要な要伝|である。
-60 -
.f¥Ur、海水'1'のj作(l再をお量に関ナる多くの資lー}がWt製され、インド洋令峻，こ
おーするr#{f俄245(Itの検l討を1rうことがnJ能とIi:.った
そ f で、各J~(i における観測資料(第 :3 市でJLbべ/こ 1 1 本海洋デ・タセンターの
資料)から桝ι椴ぷJD;の鉛正[7'ロファ イ/レをM'，き、 このプロツァイルと メパチ
ω的処派j主.とを比較し、それぞれの特徴からメバナω約処とMu.円安ぷiltとの関
係をふ|とめた
第2節点法
1 )成熟メパチの海峻別釣獲域の分イI
各例(1¥.についてど).1. (Gonad lndex) を lìíl~(おí~ 2 ";'J")f}) A: 
6'. 1. - 1 04 • W/ L 
W:卵巣i[(蛍 (g) L: ) 6 )/.. l~ (cm) 
によって求め、熟度~，~'(11  (本)1.1953: 1957)にしたがって 6'.Iミユ.1を
成熟メパFとして、その海域別分布を求めた
2)メパチの釣狼適水温
メパチのが}後深度と木j品との関係を考察するために、約引深度の釣獲)-s数と
蹴tiU|;MiftIiFi:で‘ナンゼン採水-6if主たはXBTをJlJし、て脱出IJした木Hutをhilll与観~~IJ
'eiNと{，;'i町付け、メ パチω約獲深!lthyjにおける水iltを求めた。ただし、釣針深
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度1":1:、 lij!';'~ (~14~) と同様な方法で求めた。
資料による{操業-Jji(j)における水温の鉛1'(ブロアァイルを他・いてが〕針深度
における lC初:の水温(t)を求めた 次に、釣針数 (h )シメパチの釣獲
!己数 (N，.)を求めたc さらに、全j操業点にわたって/KrMI C何:のがJ針数
(h. )及びグ、j他地数 (N，t)を集計し、このが{より/KrtJl  t Cにおけるメパチ
の釣~ Iu<: I、000木古りの釣獲尾数を釣獲率(R，) として求めた
ここで、水ifu.t Cにおける資料数を nとすれば、
? ?? ??????
???
?
??
?
? ? ??
?
， ，?、? 、 、 ， ， ，??， ，? 、
でR04もる
ここで、全資料を通してが]獲率が尚い R ， ミ~ 5.0での木iM純IJ:lを釣獲適木撮
と定持 した。
:3)メパチの成熟例体と水温の関係
メパチの成熟度の標本を釣獲した操業位l官:における木地の釘~I'fプロファイル
を揃・いたn そして、釣獲深度における 1C毎の水tlntとG.Iとの関係を求めた。
さらに、 1 )成熟メバチの海域別分布と問機の C.I.ミ 3.1の成熟制休と水温
との r~J係について検討したロ
メ パチの成立~~ ~II， I休が釣獲される海域は純度 1 5 S U慌)J[80 E以*では緯度
2初o Sω) 以J北ヒのAぷ之辺をl川小|い1心とする熱帯海h域J点Rで、あり、 r市月~H和が料l，\ I~' 
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ど釣5~が ~q寝かった(久米ー 1971 ) ~ 緯度 15 $(経l主・ 80 E以J1では純度 20 $)以
北と以|村の海域における表l百付近の水瓶は、北にIí.J かうほと~，¥':i i1.し l村ドするほ
どflfiM.J)似IlIを心している内これは成熟と水制との関係において、メパチの釣
他分布!刊における成熟状態と木温との関係をぷすものと身保できる
4)メパチの釣獲深度と溶存酸素量の関係
1 10 Eの訓任(Wy代ki， 1971)によると、インド沖の緋瓜・ 5 ._ 10 N以北の
ベンガル湾及びアラビア海を中心とした海域では、 150m 以深J)i容釘目安素量が
1 m!/! 以ドと少なく、南に向かうにしたがって治作限必 J止が多く f~ るとい
う特徴が報;13・3れている。 しかし、インド?下の東阿)j仏lで、の総イ了隊長f止の変化
It、尚北ほどMl'i~.ではないグ
そこで、インド沖の1村北にわたって、メパチの鉛u'，.万向の ~!-)ð位分イl i と俳存酸
Jif止の鉛1，'1・プロファイノレを比較することにより、メパチの釣独深)j[と溶存鮫素
t止との|長l係を知ることができると考察し、向-者の関係について検1吋した。
インド洋におけるメバチの鉛直点向の釣強中を求めるために、 j朱妊.縄の釣針
深度における f、)~並足数を調べ、メパチの鉛lñ)JrnJの釣役資料が比較的多い緯度
20 N""" 15 $、科~度 85 .. 90 Eの海域を、純度 ・縦j支5 Iメ，'"hj毎に分割し
た
これらの1><lhjJIJに '981"-' 1986年までに令る佐川釣宮|数及び約強不を水深
40 m 11):(こ比 1;1 ' し、その平均値を以て鉛U1:方向の分布 I~I を作成した
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溶イJ三椴素量については、各観測資料の深度を比例配分によりよ~W深度 0 、 10 、
20、30、50、75、100、l25、150、175、200、250、300、400、500、600、700、
800、1000rnとして求め、さらに比例配分でその溶存般素母を求めた 区画に
ついては純度、経度 1。区画とし、その基準深度毎に溶存椴素f査を集計し、さ
らに平均して、これを i区岡の基準深度の平均浴存酸来最としたc
第3節結果及び考察
1 )成熟メパチの海域別釣獲域の分布
Fig.5・lにメパチの海域別体長組成を示した。同図によると純度 30・sの南
緯尚純度海域 (SD)を中心に釣獲されたメパチは中・小型の伽|体が主体であ
った内
たとえば、緯度 20• "-' 30 S・経度 80 '" 100 Eの海域で釣獲されたメパ
チの体長に対しては 80cm近傍、 100cm近傍、そして 120cm近傍の3通りの長
さのものの占める割合が高かった。これらの体長は Kawasaki(1958)の報告によ
ればそれぞれ2、3そして 4才魚に相当するものである 熱併栴域 (WA，
E B)においては北に向かうにしたがって、大型個体の占める割合が高くなる。
亦道付近におけるメパチの体長が 140.， 160cmの5、の才魚までが釣獲され
ていた3 特にアラピ、ア海及び、ベンガノレ湾の南部で、は大J型個体の占める割合が高
くなっていた。 ーノ1:;"、東西万向におけるメパチの体長組成の分布はl卒j北点向ほ
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ど人-きな村!泣;は!!t~かった
延純で釣役された雌について成熟個体の釣雄割合を~保する 三め 、 1952 "-
1987イr(1954 "-1955作を除く)における 5 1;{IIIIÎ似の成虫~!{lllil 体のがj強制合を示
したのが Fig.5-2 である ~ 1~1 図によると、刈平均釣狼!己数 (N . )が多い海峡
(Fig.4-4)を'1'心として、熱情海域(W八， E 1日う)でlはi.1成JX父熟例{体イ本Lの『山l片{める;芹拘別ヰ甲別lリ介が高
く仁、!巾恒悦s緋I品似~，削，\刈l(心刈.1百:J が料純I主，~J広皮海城(S Lυ)でで、は未成熟側{体本のJ山iめる;1咋拘川l作m制日|リJ{介下がl“正f.;.ω=つた
しかし、成熟似体の釣獲割合が高い熱幣海域(W八I E B)といえども、海域
別の釣獲古IJ合はヂ筒iによって変化することが推察できるので、川別にポしたの
がFig5-3である
メパチがA1i街度釣綾城を形成する海域(Fig.4-5)の阿部然市海域(W八)、東部
熱iWf[ijJlIJ、(EB)及び!特総出緯度海域(S0)についてJX0.! fl~，1体のがj彼'I'~IJ合の季節
変動を江{ね合わせると、次のような傾向を不したっ
州;刊l熱{l'dMJ成(W^ ): 1刀から 3月まで、は成熟似体が釣処される海域は広い
が、 4J J以降にはn.'f問の経過と共にその海.hJXl-:t狭くなり、 7J JとHrJにはソマ
リア仲の総度o '"- 10 N・経度 50-"-70 Eの海域以外では成熟個体はほ
とんど釣泌されなかった円 9月以降は成熟個体が釣泌される海域1:1時間の経過
とJUこ仏がったg
-*加熱イiF海域(Es) : 成熟個体の割合が)~J年多い海域内阿部熱fi干海域(WA)
の、ノγ リア戸l' 日 ど則符でなかった。 1 刀 から:~月宅で、JJ父;抑制体が)1-品、ffE開で釣
処されたが、 4川以降に成熟個体が釣獲された海域内1年ILlJの終過と共に狭く な
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り、 8月にはj止も縮小した。
以後I!NIJの経過と共に成熟個体が釣獲される海域は純度 10'S線 tを丙に
広がり、 10月には州部熱椛海域に主で述:したc
|怖か14悦ht皮海域(SD) : Jli] 年にわたり成熟~，IÎ，体は釣処され々かった
};X熟 .~I占拠~llí，体の海域別の解析結果から、熱川河'Iþ域で 11: 1求!;;{~W"体が広範囲
にわたって釣役されるため、この海域のメパチ~-tj不:卵併で、あるものと推察する
( Fig 5・2) 。ただし、成熟個体の釣獲割合は不節によっ変動していた
( Fig.5・3)
}j、i十jSfF高純度海域(¥11C)を中心としたr(:j街l支釣ぬ域内、未成熟個体だけ
で桃成主れているため索餌群と考察したロ
阿部rA ，n~海域(W八)及び東部熱帯海域(E B)では、作)I \I~ .t手)j去)1監!己数 (NJk )
分布|文I(Fig.4-S) における高密度釣獲j戒の純附と成熟似体の分布範閥
( Fig.5・3)が各nともに一致していたe このため、メパチが熱併海域(WA，
E B)に向性i度分イ1.lT.l、が形成する要因として、成熟がその・駄|になっているも
のと依然できる
2) メパチの~J獲適水制
広域hiJI.H'I:をM:大限に確保したメパチの釣針深Jrにおけるが]獲尼数と木温観
d{IJとがれわれた 1，014点f1:Fig.5-4 に示す通りで、 j:(J針数~1: 2，298，918本、釣獲
!己数1:11.387 J己であった。
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f.)~延適水泌を調べるため、水温 1 C毎のが)1佐久釣~n数及 Q\f-J5佐f己欽の関係
をぷしたのが Fig5・5で、ある 図に示すように釣f<Hi:水品1.9 "-30 CJ)PrfIに敷
設され、メバチのt試Jd整水胤は 10'"30じの純Ur.1であった
しがし、メパチの釣獲厄数は 200C以ト.で、少なく、 10C ，，!ミ ÿ，:，a で~i:0であり、
10 "-' 20じの木村Ii叩:で全体の 85%が釣狼されたわこのうら、 12Cをヒータと
して釣j度中が 80以上と顕著に高い範凶が水制 JI"-13Cにあったc 'tた、メ
パチの釣般事はこの 1J"-'J30Cの範囲の低温側で;li:急激に減少し、，¥;，7昆側では
ゆるやかに減少していた3
釣j盤中が 50以上で、の水温は低温側で、 10"C以上、，f:ji拡fJUで 16C以下にあっ
た(Fig.5・5) これらのことから、釣獲適水温が 10.._ 16ぐの純聞にあるこ
とが考記きされるr
特に、 hïJ似|によれば 10 0Cの釣獲率は両いが、約~ I'数&び~~Jð控)(:_数 ともに 10
℃以上と比ベイJR少である P しかし、 100Cにおける釣針数1:17，338本、漁獲尾
数 90J己、約j益率 0.52%と比較的大きい値であるz
1981 <1"のインド洋における日本のマグロ延納漁船の 111I1t!始業吋りの平均使
JI)釣~I 数 2，490 本(遠洋水研 :まぐろはえなわ漁業漁場別統計・制布結架報告)
から見ると、 7やl操業分に相当し、釣獲ギもインド作の、r;:均の 026% (遠洋
水制:hiJ械;!?)の2併に達していることから、本研究ではが]強迫JK7品の下限側
を10Cとitめ/こD
また、 Fig 5・5において釣獲率が 5.0をr.l!.1る 16'Cを以てfi(J5iQ泌jノi<r日.の上限
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と推察した。 したがって、本研究でl土木胤 10'" 16 C を ~J強迫水品と定める
このメバチの釣勉適水温と定めた 10...16 Cの(1日士、従*の研究から得られ
た20Cliij後 (Uda、1957:須田ら， 1969)に比べて、 4...10 Cも低い これは
インド作でねられた新しい知見であり、従米の研究~i:jれ耐水刷、またはγグロ
Jl問。漁業にI長l係煎:くれ・われた海洋観測にぷづいて『論じられF凶作であるc しか
し、本研究(:，，1:γ グロ延純の操業と同時観測によるがjぬ深Jt(j)水j~~から求めた
値であることから、より正確な釣獲適水温で、あると考結占れる
ハワイJRkb州ブj海h虫、において、小型メパチに超高:波発{パ機を袋行して追跡調
布をした Hollandel al. (1990)の研究によると、|司魚1:ィ支出11:25 C fij後の 20
._ 90mの深l支で遊泳し、尽|前!士 14.. 17 Cの深度 191"-250 mで遊泳するこ
とが1tih'占れている
).ミ験f(tのl邑又長が 57.. 74cmであり、本執itlJで倣った延:制の対象魚である
2歳f.U(76cm)以 1:の魚体に比べて小さい ・般に小型f.(~ ~ tJ<kづを遊泳し、海域
も民々ることから・慨には論じられないが、 上記の 14.. 17じは本研究の釣獲
ì~!lt< ih~の尚 illlLfJlJに近い値である。
しかし、本研究の釣獲適水温 10.. 16 Cに対し、 Iollandらの怖;りでは、 14
C以下での小1恒例体の遊泳は極くわずかである |叶械作における小11メパチの
遊泳叫似を凡ると 250mJ;(深で、の水温は は じ以ドでソj司1)メパチの遊泳はほと
んど111かった。これば、小噌メパチの 250m 以深で、の遊泳のり能性が少ないこ
とによるものと排然できる司
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したがって、小刑制体の場合に限れば、木温と "iln，~!こ水深にヒる水川:が遊泳
に影刊を及ぼすIf能性もあり、これが 250m以深 14じ以ドでの遊泳が少ない
似凶で1:オ亡し、かと推察できる，
ゾJ・、本研究で求めた釣獲適水沼 10'"16じのlui円、ム;、!ι作において深延織
の釣ð~ と /K 7I1μ')1，'11与観測から求めた 10.._ 15 ('C (Ilanamoto， 1987)及びたて
細の釣強から求めた 1 ，._ 15 ~c ( Saito， 1975) とほぼ-致している このこ
とは、メバチの釣獲適水視は太平洋とインド洋とで大きなJEが無いことを示す
ものである
本研究の結果、メパチの釣獲は 10 C未満でもI!川j':(J~I }i( 1，200本に対して 0
であることが判明した ゆえに、メパチ1:10 C以ドの釣般に1 :~さないもの
と推察した。
メパチの釣強迎木rll1l.について、前述(第4市)の出J成 (w八， l~ 13， ¥tTC， 
S D)別の特徴を把保するため、 Fig.5-4にぷすように 4rfliJ戒を設定し、メパ
チの釣強制における水温と釣獲率との関係を上述の海域別に示したのが
Fig5・6である 同図によると、西部熱幣海域 (WA) と東部熱市海域
(ビ B) では釣投率が 5.0 以上にまで達し、その水品，lf~î! Uj:Jはそれぞれ阿部熱帯
海域(W八)の 10---15Cと東部熱搭海域(E1:3)の 10---18Cで、あった
qJ純度海域(¥t1C) と|特総高緯度海域 (SD)では釣独唱が 50を越えたの
は1"';かで‘あったため、釣j整率が比較的而い 2.0以|てのノ1<iM. fi[i 1mを1制べたところ、
ti I *l"皮海域(MC)の 12--16 "cと南緯高純度海域(S1))の 10--17 Cであった。
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し、ずれの海域においてもメパチの釣獲さ与が高い1:>(11; li:、 10C"" 16 Cの釣獲
適水温から 1""2Cの近傍で、あったa このことri:、メパチの約終述j水14が海域
によって人-きく相述しないことを示している
Fig 5・6の木U1のl.41臥側において、メパチのがJd盟主ネ;がoに近い怖を示した範
世1士、州1m熱，jVJ海域 (WA) と東部熱41F海域 (E11) では広く、雨緋I{'~緯度海
域 (S1))に向かう日ど狭くなっていた その尚温側主での*n~tt州部熱借海
域(W八)とJRi'm熱紡海域(EB)では 28"cと 29C宝で遣していたが、中緯度海
域(:vtC)では25C、「相続高緯度海域(S0)では23Cであった
このJJll休!について、延縄の釣針敷設深度と AtjLi深度 とのß~l~があるものと推
察した白 すI~ J; ち、 60 mから 300mまでの深度純1)刊に敷設される深延純の釣
fl-に対して、熱{iWilj域(WA， E B)では深)fjからぷluiに向かう にしたがって水
胤が165く均るのに刻し、南緯高緯度海域(S1))では深)f?IからJむ(ri主での木祖が
ほぼ-;tの低lfuLの純開に街まっている。このため、 Fig.5・6に不すようにメパ
チの釣強中が Oを t阿る値を示した高温{}lIJの水泌総UTIi:熱杭海域 (WA， 
E R)ほど広く、 l半j総高緯度海域(SD)では狭かったものと巧えた
これらの向胤側の水瓶とメパチの鉛l主)ilrjの釣獲との関係をryJ慌にするため、
メパチの釣ぬ深J[と水温との関係を釣獲率で、示したのが Fig.5・7である この
凶によると、阿部熱借海域 (WA) と東部熱市海域(巳臼)において、釣獲
率Ii:約 150rnを坑として以深では高く、以浅では低く々っている このよう
な引象付 1;;(1 の |十j料~r':J純度海域 (S D)で示すように、熱市海域(W八， E s)以
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雨でI't顕抗:ではない。熱部:海域(WA.E B)で、~J~盤中が 11.Ji し、 150m 以深の水温
を，淵べて tかると、釣j金適水温の 10Ccから 16じ近傍にあった
これにおjして、 i特締高緯度海域(SD)の釣姥逃水ill1 10 .. 16 Cli: 80 mから
280 mまでの広範[JMにあった。
メバチの海域別における鉛直方向の釣獲分イIjによると、釣施中1:熱射海域
(W A， I ~ H)において深さと共に増加していた (Fig.4・9) 、しかし、 r持続高緯
度海域 (s1))では深度による差は無かったロこの(頃向(Fig.4・9)1i:Fig.5・7で示
した釣強深度と水胤との関係と同様で、あったこと、さらに釣強過水7Mにおける
釣般事が，(/jかったことは、メパチの鉛直)j向の釣狼分イ'ÎががJ~(Q適水 ilritに影響さ
れるちのと巧袋サる
メパチの鉛111ぶ lí~Jの釣獲に関して 、 従来から \'1 内容物組成の村 l iß (渡辺久也.
1958)、深frJI'による釣獲記録(渡辺|噂之， 1961)及び釣独試験の市i*(斉藤
・佐々木，1974: Saito.， 1975:上条，1963:花本，1976)咋からメパチの釣
獲崩Ii:他のγ グロ新に比べ深いといわれる a炉夫、たて制のi試験結果(斉藤 ・
佐々 木，1974)では300mJ;/_深で、多くのメパチが釣独占れている
ま介、太平t干の阿部では釣獲適水温の{出品側の 10Cが 600mまでに達して
いる (Hanamoto，1987) と報告されている 低組側 10Cの水ill分布から、メ
パチ円相勺深くに分布することが推察される
本研究でねられた結果円、最深部の釣針を 300m 'tでリuY:，&'lf能な深延縄を
月jし、てflj・られた釣独過水楓 10"""16CCに法づく市川
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か 300m以深において、水深による水j五等の影特の訓在が今後必変とされる
3)メパチの成熟状態と水温の関係
Fig.5-8に、釣針敷設深度におけるIki比とC_;.Jとの|則係をぶした [I]陸lに
よると、メパチのが-]5位された水温範聞は 1--28じの広純UI:にあり 、G 1.は
水地の利|泣:にかかわらず、丙部熱帯海域 (WA)ではG.T.=O.........14.8、東部
熱舵海域 (E日)では0-..， 10までの広範聞である 全/こ、釣針放政ぷ深度の
水j品と }J.以~Llt~r作 G. [.孟 31との関係に着打し、釣針故ぷ深度における水温と
成熟との|刻係を調べたが相関を示さなかった
しかし、 Fig.5・5で符られた釣獲適木混 ]0---16 Cに近い、 1 C... 15 Cの範
1mで多くのメパチが釣獲されることから、成熟状態の判1Jli;にかかわらず、鉛l直
)J" 1rJのがJ処分イliの11心は釣強適木慌の近伐にあるものと挑ね占れる
州郎1Hl{imtj成(W八)ではほとんどのメバチが釣針の11~大深度ががJ 300 mに
達ナる深~純で釣獲されたのに対して、，4.[青p熱掛海域(巳日)では約、|へ数のメパ
チが釣針のj比大深度が約 150mに達する普通延純で釣獲されている したがっ
て、東部然fi:泌域(ER)より西部熱帯海域(W八)の)Jが釣針を釣強迫水瓶 (10
'" 16じ)付近に1lXr没しやすく々る同
この紡来、 Fig. 5・8 に不すメバチの釣獲木温範D~1:、阿部熱俳海域(WA)で
は釣彼~益ノJ(iln付近に近く、東部熱帯海域(EB)では 1.....27 'Cの純凶になるこ
とが推察当占れる
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上述のように、釣針敷設深度における水瓶と G 1.の1:Iに1-1:1刻{系列無かった
が、既fl・の研究によれば、メパチの釣獲木出と成長~!との関係 l立派いという報告
(久米I 1969 b : 1979 :久間， 1979)がある 今後、J:(J~n-政 I没深度 80rn .. 
300m 以外についても釣獲水温と成熟との関係、について ，iJ~任する必裂がある c
そのために、 Ikjh，1 の鉛直プロファイルの特徴をil~~1fi吋喝ることが釘~ ]であるc
成熟似体が釣泌された阿部熱市海域 (w八)此び*~'5熱僻海峡(，三1:1)と、 tJ
j佐 δ れ J~ い'1'純度海域 (M C)及び南緯高緯l支海域(S f))とに分けて
(Fig 5・2、Fig.5-4)、操業と同時に海洋観測が行われた地点における水温の鉛直
プロアァイルを示したのが Fig.5・9である 同図では水胤の、1'-均値xを黒丸と
し、平均怖に対して傑~íf~偏差 G を用いて、 x 士 σ を微弱~でぷした
川以|にポすように、成熟例体が釣獲される熱'li干潟J]J.Z(W八.，.: I~)の水漏は、
点山から 50m主で11両郎熱椛海域(W八)及び京日，~熱市村正j域( I ~ 13) ともに280C
とほぼ..il;:で、 50m以深では深さと共に水7IIU1:低 |ごし、水深 300mでは 1.. 
12じであった。また、以南の中緯度海域(MC)及び市k:jji.rUj純J(f iltJ城(SD)にお
ける.t，'t徴i士、-k而水泌が南下するほど低温であることである
渡部(1970)の報告によれば、表面から 50m主で、の水Hnl.li:I夜卵親魚の生存
のためよりも卵、稚仔魚の生存にとって重要であると->5えられている 主た、
J-.相1 (1969) 1:メパチの椎仔魚の鉛直方向の分イli円J.(_Ifliから 50mであるとし、
久111(1979)1t成熟引，1;，体の分布が表面から 50m杢での木j11と関係がある可能性
を1世fIJしている
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そこで、本研究ではメパチの成熟個体の分布は卵、開.~ (r- !.(lの ~I =-ιのために表
制から 50mまでの水温と関係があるものと推察し、第 lに成熟個体が釣獲さ
れる海域において水i/utの鉛直プロファイルの特徴を従えることをl試みた
成熟{[i~1 {本ががJð彊占れた海域(Fig.5-9)において、よ~l而から 50m史での平均水
ilnでN(も，¥':ilIlL/亡のは阿部熱冊-海域(WA)の 28.2t とよね:存I~ 熱引:トげ'If. J成(E H)の 28.9
じであり、 50mでの水蹴l士凶部熱帯海域(WA)で 27.8じ、点;?|j熱{iF海域(EB) 
で284じであった。
HJ~ 、た資料1 :、釣獲と水温観測が可能な限り In'JII寺にtrわれたものとはいえ、
水温資料は延純傑業 111=11につき 1カ所(鋤縄開始点)の観測でねられたもので、
ある そのため、観測点と釣獲位置との間に距離で()"'" 70km、時間で0'"'-'9
時11}のぷがある また、ここで、用いた釣獲深度の・怖を除いては懸喰曲線とし
て.11t~により求めた。 したがって、本研究で) I J し，/こ釣針深度及び釣強水漏には
ある Æ~l}~の JGj込があると推察される 。
また、 {J2 71Ii 偏ぷf~(を用いて木深 50 m の、ド均水 i~l(1'(に刻する水損範闘を
x -3σ で求めたところ、西部熱帯海域 (WA)では 26.1C 、 I f，Uft~r.~併海域
(E B)では 26.8Cで、あったr この結果から、成熟伽!体1:阿部熱fi?海域(WA)
及びょu加熱市海域(I三H)のように表面から 50m主での水?/ul.が 26C以上である
海域に分イIjするものと推論した、
メパチの成熟11;1f.本が釣獲される海域について、Ji:. 1{~iから 50mの水jJ4が 260C
以上とした本研究の結栄l士、久間(1979)が 24 C以 |てとしたれl;民よりも 2C高
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かったD この追いl士、本研究では釣獲深度と水温の1iJ 1な1&~!lIJから 4とめたのに対
して、久rll't数年間の水出資料の平均値から求めFことにより 1:じたものと考
察した
F日ig.5-9から、 lリ小ドI緋度海域(MC)でで、の、|ドι付j均匂A木く1討lul.1は土d点lむ<U凶ω1で、 2幻7(じ、¥ |川omJ附l付サで、25.5
Cでんる |仲巾宇判lぱ;緋:リJ4仏{信，FhFhμ~I '正i(心心.;}MaJ『
m J;，i深栄で、lばτ」ぷ<:1(而hiA木くj払胤Llιiよ[以ドでで、ある O このため、 メパチの成熟似体がql緯度海域
(M C)及び巾総向純度海域(SD)で釣獲されなかったJji除!の-っとして、表面
から 50m主での水出が 26:Cに達しなかったことが彩科していると考察できる。
成熟した仰体の産卵、 Jrf化及び鮮化稚{子魚と分布j刊と水温との|到係について
次の報告がなされている t柳(1969)は、マグロ煩の税魚の/)ω1-1水深l士、稚仔
魚の分布とほぼ|バlじである表面から 50m前後で‘あるものとし、相1:(子魚が分布
する/C!iの水油Ui24 "c以上で、あるとしている J
メパチの受桁卵、附化及び稚魚の生存率がM:も良好である水iL，lについて、安
武ら(1973)Ii 26 "-' 28 Cであるとし、また人仁J受付にJl I し、た l主#I~1'( IJIの親魚を
捕獲した海域ωぷ耐水混l-t26 ，._ 27 Ccであると報告している
メパチに関する尚治度釣獲域の消長時期について1:、熱椛海域(WA， E B) 
と巾Wt. i~'，~純度行'，tJ成(S D)とではほぼ反対であった( Fig.4・5) すなわち、熱帯海
域(W^， E B)とl村総高緯度海域(SD)において、 . )jが拡大する時期は他方
がおi小し、他)Jが拡大する時期lには一方が縮小していた
本仰l' 究で 1~} られた結果から、インド作のメパチについて熱併海域
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(WA， F:R)での個体は成熟状態であり、市総高純度海域(S[))の個体1-:1:未成
熟であった(Fig.5・2)。そして、この成熟例体が分布する海域とメパチの卵 ・稚
魚が分布する海域(I-:WP，1969) とはほぼ一致していているため、卵 ・稚魚の
分布からメバチの成熟個体の分布を知ることができるはずである、
以上の結呆をもとに、メバチの成熟に伴う回遊傾向について検討すると、南
緯高純度海域(SD)において高密度釣獲域を形成した成魚から成る索餌群は、
成熟の進行に伴い卵 ・稚魚の生き残りに適した表面から 50m賭が 26('C以上に
なる水混を目指し、赤道を'11心とする熱帯海域(WA， E 13)にl古lかいl旦l遊する。
その後、成魚の成熟個体は産仰を終え、再び南緯高純度海域(S0)に索餌回遊
するものと推察できる。
熱借海域(WA，E B)におけるメパチの鉛直移動については、本研究におい
て詳細を知ることはできないが、須田ら(1969)の研究から推測すると、熱情海
域(WA，E B)における成熟の個体は疎卯の際、主たる牛息層を離れて高温の
上層に向かい産卵し、産卵を終えて再び主たる生息層に戻るというサイクルを
繰り返しているものと考察できる。
本研究ではメパチの成熟状態と水温との関係について、季節変化を考慮せず
に海域JjlJに検討を行った。 しかし、成熟伺体が分布する範聞は季節によって移
動するので(Fig.5・3)、次章では季節変化の影響を考慮して検討を行う
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4)メパチの釣鍛と持手作般素註の関係
鉛IU:方lilの釣按分布を調べるための操業点と、ここで112L-した海院を
Figι10にぷ寸 比較的資料の多い緯度 20 N""" 15 S、粁l主85 ，.. 90 E 
の海域について、 八からGまで緯度経度 5 [5( pllI 1u:の7行lU>互に分;l|lし、これら
の海ItOJIJに深瓜:40 m毎の釣針数、釣捜本のS()H1:ブIJI{Jの分布厄lを作成し、
Fig.5・lIa及び Fig.5・1]bにボした:釣獲適水i1nlを求める際にrlJし1たFig. 5-5と
削除に、釣役柄のfI(fが 5.0 を上回る釣獲分イfj}百に枠制し、このJÇ~i を lな分布層
とした
Fig 5・llaによると、 10 N以北のA、B海氏では延納の釣針が 40'" 240 m 
制、 40._ 280 m柄に敷『設されたが、どの胞でもメバチの~Jl益率 1-1:()主たはo
lこi!い1"[-C、あったロ
cttli~ で、の鉛，，'(ノ~ÎrI Jの重力強分布について、 80 mJ回以深でポJd能率が 5.0に近い
}f(/Ii: 120 --200 m'向、J)海区では鉛~β向の釣獲分布が 1 20 mJI'{i以深で、あり、
釣獲中 50 以上の tf~分布層 l-t 160""" 240 mJ凶にあった
Fig.5・J1bによると、赤道以南、緯度o ，.. 15 SのE'""心対話bくにおける釣獲
事は 120mJ0以深で向くなり、釣針敷設屈が1tkも深い 240--280 mで最大で
あった
純度 30 Sを庇として以北では経度 90 E、以|十jで;1-1:終j良・ 104 Eの鉛庶方
I{Jにおける 2つのプロプアイルの溶存l稜ぷ祉を心したのが Fig.5・12である=こ
の凶から、総)..Q10 --20 N付近では溶存般よほのWtl1l"'iが 50"-'1 00 mにあり、
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硲イf椴J;JikliJh' fl?j以深では 1 ml/1以下であったc i特{{円安来}，r]m f/ Iの
等深線は純度 10 N以市で、は南方に1rくに従い徐々に淡くたり、総J(;[5 Nで
200 m十Liliに述した後、緯度4 Nでは600mに主で、述していた
八、日行'lfJ成(Fig.5・12)における溶存酸素量 1mf/fの官1'(li100 m付近にあり、
これ以深の桝イ浦安ぷj立は 1mf/1以下である 八、 stt~J成ではがj針深度の大
半が、折半イ{-限必爪 1mf/I以下の深度に敷設されたため、釣j佐キが()に近い
l直をポしたものと錐察できる(Fig.5・11a) 
Fig.5・12において依存殿素量の 1ml/1がA、日海域よりも深く、 100 "-' 
150 mにわる C"-'C海域では、メバチの釣獲l士80主たは 120m以深であった
( Fig ふIla，Fig.5・11b) 0 このうち、必道以伴j のI.~、 F kえび G海区
(Fig.5・1b)では釣獲本が 160mから深いほどl向く、 ~~J~I が炊設された最深
lfiでJ比大であった。
n本のγ グロ延納漁船などでは通常、釣針を 100--250 m y~に倣ぷしてメパ
チを釣役している 八、日海域で特に顕著にであったように、釣針が敷設され
る 100m J;l_ 傑の依存椴ぷ量は 1ml/1以下で、あるため釣泌が少なかったもの
と考察した
これらの結来から、本研究ではインド洋におけるメパチの釣絡に過する務存
酸井口氏It 1 m 1/ I以上とした。この値付太平洋におけるメパチの釣獲に対す
る岐小治:([.限必日を 1m乙/I(花木， 1975) とした鰍作の11'jと!日iじであるc
したがって、 海域に関係無くメバチの釣獲に対する1，立小俳イ/般ぷ坑は 1
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mt/t以上であると巧察される内
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第6章 釣獲に対する適水温と溶存酸素量の海域別分布
第1節 釣獲適水温と釣獲に対する最小溶存駿素哉の分布状態
前市において得られた結果から、インド・1下のメバチに対して、次のことが明
らかになった
-釣j寝泊水tLiが 10"-'16Cであるー
. /J文 !({~fi61{本の釣筏主れる海域の条件は、イく由'ド 50m宅での水出が 26Cc以上
である
• ~J般に対するj泣小溶イヂ駿素量は 1 ml/ t-である
そこで、インド洋令域におけるメパチの釣獲水71ul.と砧小締什円安ぷ世に対して
深度.との!日l係を鉛山:而で.:kめ、これらの要凶の特徴を lí~Mべたの
第2節方法
メパチの釣j純位A木丈j討胤l比Aと深度の関係係、についての水1祐L
に、インド洋における各観測点において、比例配分により)&'((1;深度o、10、20、
30、50、75、 100、 125、 150、 175、 200、 250、 300、 400、 500、 600、
700、800及び 1000lT1の水温を求めた
次に、全ての年月に対してデータを緋.度、経皮 1 rX:llijにふりわけ、基準深度
1I:にIkiluをfu，ilーして、ド均し、これを緯度、料.皮 1rメ':IJliの、'TL均ノ'Kilul.とした
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釣獲に対する1ti小依存酸素量に対応する深度l士、すそFRと|叫係の方法により求
めた
第3節結果及び考察
1 )メパチの釣獲適;j(lutの分イli
平均水7fnlをぶした 1 ~幽.の位置は Fig.6・ l ωiWりである tir ~で述べたよ
うに、インド洋におけるメバチの釣獲適水温1:10 .. 16 Cであったロ一般に、
水深とともに水温がドがることから、 fFiJ穐が;K7品16Cの深δから水温 10-Cの
深主主でに分イfjすることが推察される そこで、インド汗令岐における釣獲
迎;K7~ltの深度範凶を明らかにするため、適水瓶の I-JH 16 Cの深度を Fig.6-2、
下|恨の 10じについては Fig.6・3に不した。
|て阪の 16Cに対応する深度は赤道海域では 150mであり、市北へ断れるほ
ど地人・した。たとえば、アラビア海では水深 200""'_250 m、純度 20 Sの東
両海域では約 300mが対応した3 しかし、純度 30 Sと総Jr40 Sではそれ
ぞれ 10....150 mと友府へ移行した(Fig.6-2) 
Fig.6・3によると釣獲適水温の下限 10 Cに対応する深度では赤道海域で
400 mであり、市北へ縦れる程上限 16Cの場合とIriJ慌に附加した。たとえば、
総J良二 30 Sの阿部海域で、は段大水深 700mであるが、純度 40 Sでは 100.._ 
200 mに減少した。
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灼j笠通水温の.1:限 16 Cに対応する深lをは、インド作ではお道から南北へ離
れるほど附加するのに対し、太平洋の場合~-t点阿への変化が顕.非で、たとえば
ぷm海域で1-t阿側で深く東側で浅くなる相違をぶした
このノk出 16Cの深肢がインド洋と太平作とでWI{:.るJIl凶として、太、内平では
}jL部のへル ~ I q:ì明日流が生じ 、 この泌1+流を的;t として IKÝ/ul 16 Cの水が浅い
j凶に主で十年ら kげられることに対して、インド作で;1-tJ.!.[;'mにおいて太手洋ほど
顕著な叫H?ntが1!眠いため、水温 16"cが浅い肘に持ら 1:げられないことによる
ものと般燃できる
2)成熟メバチの分イ1Iと水温構造の特徴
本研究でね=られた結果から、インド作のメパチについて熱行;引'rJ域の例体は成
熟、 rH純，~:i純度海域の個体は未成熟で、あった( Pig.5・2) そして、この成熟
似体が分布する海域とメパチの卵 ・稚魚が分布する仰j成(1二柑1，1969) とはほ
ぼ-.放しているため、間接的に卵 ・稚魚の分布からメパチの成熟個体の分布を
知ることができるはずであると本研究では仮定した
l}iJZtの Fig5-9で不したように、成熟個体が分布する海域においては、水面
下50m宝での水出が 26C以上であったc この水i出耐
め、 F日ig.6-4でで、水t沿品が 2泌6じ以上の範凶をポした。
この凶によると、水漏が 26C以上の純IJfH-t赤道を'1'心とする熱椛海域で、
市北高1M支15 N... 20' S にあった。 点両方向に1i: 1'~j給対I~域において阿部で緯
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度 15 S、点的iで純度 20 Sと東に向かうほどl判にji1tる傾向を示し、全体
的には海j戒による相違は顕著でなかったn この結*1士、ぷ道付近の熱帯海域に
おいて州 n ど i~':îifulであり、東ほど{民iMであるという太平洋に関する報告
(Tchernia， 1980)とは、異なった傾向を示した，
;k!Jlf'・波注(1993)によるインド洋のノk組に対寸るブロプアイルから、釣獲水
温 10._， 16ぐに対応する深度の季節変化Ii:微小であり、これに対して水温 26
c.こ対比;する深度f-t不岱jにより変化が大きいことが雌，泌された。
そこで、水瓶 26C以上の範開について、手節変化を詳細lに抱保するため、
Fig.6・5に水漏 26C以上の範閉を月別にぷした。このり'1によると、水温 26'C 
以上の範U13li:ソγ リア州の海域で特に顕蒋なように、 l十J州千titij瓜が強まる時期
を小心に6)]から 9刀に肢も狭まり、北点季節風が強宝る(北、1':球の冬を中心
とした) 11寺J~j には肢も Jょがっていた。
3)メパチのがj獲に対する故小溶存酸素量の分布
託手存EM日1 m乙/1に対応する深度分布凶と資料から件られた位置を点で
ぶしたのが Fig.6・6である 図から、インド洋における依存円安ぷ坑 1ml/I 
に対応する深度l士、ベンガノレ湾やアラビア海のソγ リア:作品先端からスマトラ
品北部を結ぶ総皮o-10 N付近を東山-にわたる海j成以北で浅く、そのうら
~k も浅い地点で 1 00........ 150 mであった
そして、昨介般:k;・M1 ml/Iに対応する深度はこのソvリア半島先端から
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スγ トラJLを結ぶ線のl持で、水深 500mと急激に深くたっていたc さらに雨へ
IpJかうにしたがって赤道付近では 800m、亦道以|十jで、Ii:800 m}，).深lこ達してい
さらに、株イメ限必市 1ml/lに対!ぶ寸る深度分イIjをぷした Fig.6・6より、
ベンプ'11レ的の的拠とアラビア海の湾奥i士、対応する135j立が特に浅-く 100m0， 浅
の海域であることが分かる
4)鉛I，liプ'ロアァイノレからみた水温分布の特徴
水温鉛fr'[プロブアイルの位置を Fig.6・1にぷす プロファイル1:南北方向で、
西部の純度 2S --40 S .等経度 6S Eの linea、点在日の綜度 20 N---
5 S・ヤFj;判長:'90 Eの lineb及び緯度 5 S-""'40 S ・特約(皮 104 Eの
line b'、点州)/I;'Jで熱併の等緯度 5 Nの linec 、 ' 1 ' 緋)~の呼純度 20 Sの
line d及び|朽I44純度の等緯度 30 Sの lineeについて純度 ・純度 l 区画毎
の平均JKilnl('C)の鉛in.プロファイルを示したのが Fig.6・7'"' Fig6・1 である。
また、 Fig.6・7--Fig.6・11の上部に記した記り.a .，_ e ~i: Fig 6・1におけるプロ
ファイルの似jt1，~ を去す。
釣1(Q迎水14の上限である 16Ccに対応する深度の17:1北ノ~jr61の変化は次のよう
であった。
line a :阿部では Fig.6-7に示すように、 16CのJK深川料nr24 N の 300
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mから市ドするに従い徐々に浅くなり、緯度 15 1¥0) 250mを経て緯度 6 S 
でがo100 mと肢も浅くなっている その後、市ドーJ-るに従い派くなり、緯度
22 S付近で品深の約 340mになった後、 1:外し、総)138 S付近で海面に
li況していた。
このうち、熱'll~tf，}J戒を中心として、純度 15 N -.， 15 Sにおいてと限の 16
Cの水深内総J[6 S付近の約 100mで、あり、純度 10 "' 15 N、緯度 10 '" 
15 Sの 150"""250 mを除くと、全体的には純度 10 N""" 10 Sのように 150
m li後lこある
さらに市の'1'緯庶海械に属する緯度 15 ，. 25 Sの海岐において、 16Cの
木深，-1:概l栴250m以深にある
line b&びlineb' :東部では Fig.6・8に示すように、 16じに対応する水深は
がよ)Jt20 Nの 180mから|有下するに従いネ;:I二浅く々り、料皮7 Sで約 140
mとi止も浅く !r:.った その後、南下するに従い深く々り、総皮 20 S付近で
ltkも深くがo300 mになった後、上昇し緯度 37 S 付近で海耐に1I1!見している。
このうち、熱併海域を中心として、緯度 20 N"'-' 15 Sにおける上限 16C 
の水深1-1:総皮 20 N付近の約 180m、緯度 10 S以|判の 160"'- 200 mの海域
を|除くと、全体的に1-1:純度 10 N，._ 10 Sのように、 150ml前後にある。
δらにけjの，-，純度海域を中心として、純度 15 '" 25 Sの海域においては
UOCIUfi 250 m 以深にある
line c :符純度 5 Nの点凶ぷ向の変化を〆J'したのが Fi呂田6-9である。 t:限
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16 Cの水深l:t純度 50 Eから経度 85 Eまでは 140._. 170 rnの 150rn前後
から点へri'J;lpうにしたがって浅くなる傾向をぷし、 90 Eの 130mを経た後
徐々 に深く々 り、経)Jt100 E付近では 200mのA<深に述寸る 占らに、純度
100 E十J'近の200m?栄の海域を除くと、全体的にf"t150 m li後にあった。
ま t- 、 J1，父 ;?!~~lil{本が分イfiするのに望まれるA<n，1.26 C以 卜円、終.度 50 ._. 55 
E付近の40"_'50 mを除くと、全体的には70'"-' 100 mにあった
line d :符純度 20 Sの東西方向の変化を示したのが Fig.6・10である 釣獲
適水似の 1.以16C'こ対応する水深!士、経度 50 Eから 85 Eセでは 300mか
らJRへliJかうにしたがって浅く々る傾向を不し、純度 15 E付近では 250m 
ど浅くたる
このアロファイルにおいて、成熟個体の分布するのに官吏れる本航 26"cの
j回が 50m以上に主で述する地点は無かった
line e :等純度 30 Sの東商方向の変化l士、 Figふ1にぷされるように釣獲
適水1l1の上1116 'Cに対応する深さは西部では 280rn、米に1付Eうにしたがっ
て浅くなり、純度 58 Eで40mに達したn さらに点にI'Jかうと深くなり、経
度73 Eで 100mに述した後再び浅くなり、純度 83 Eで故浅の 20mになっ
た以後、点にri]かうにしたがって深くなる傾向をぷし、 105 E付近の 50
mを除いて 100mH近に達していた》
成熟n，I1体が分布するのに望まれるおじ以上のAtILl.のJ0f士、このプロファイ
/レにおいて J!l~かった、
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水晶とi存イが般家ftに対して、延縄の釣針はほぼ_Ji・のf，'，: ji1;-に放設されたr た
とえば、現化の、:i業船では深延縄により深度 10'"'-300 mの筒U_Mに釣針を設置
した
このため、延制の釣針敷設水深に対して、その/KrMlえび首i・存隊長世が、釣獲
適水tln及びjメJd位に対する故小溶存酸素琶の適正範1m'こh点していたか15かが、時
空1m的分布の特徴をノjえすものと推察できる
成熟個体の分布するJI<i品については、海域毎に表Jv'"'50 mJ同における水温
が26Cに述していたか何かが、成熟及び‘未成熟似体による分布の特徴を表し
たものとA5務できる(Fig.5・2及び Fig.5・3)
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第7章論議
1 )引イf_flj川If能な長期間の資料によるi時'セ日目的な釣狼j成の分布
( 1 )水、It:)jlilの釣獲分布
メパチの水平)jlilJのがj獲分布に関しては、インド?干の紳皮 20 N.... 40 S 
にかけての広範D~I で、あった。 特に、高密度分布域11:アラビ.ア海|キj剖iからジャワ
品川1に主る熱都海域及び緯度 30 S を中心としたl*jM~I:'~純度海域であった。
これらI向性:;J.支釣強域の規模i士、それぞれ 16.9x 10 kmと7.2x 10 kmであ
る
インド洋におけるメパチの高密度釣獲域は、熱併海域ではほぼ周年にわたっ
て形成され、 4月から 9刀に範囲が最も縮小されていた。これとは対照的に4
J-Jから 9)jにかけては純度 30 Sを中心とした市総l.-ib'lt!定海域において、高
密度釣獲j成がl止も拡大していた。このことから、メパチパ熱仰及ひ、|軒続高純度
海域を不節移動していることが示唆される。
月平均罫j針数分布図(J-I. ， Fig.4・3)、月平均釣獲足数分布凶(N.，Fig. 4-4)及
び各刀平均釣獲尼数分布図(NA' Fig.4-5)を検討した結決、下記の新しい知
見をねることができた。
- 凶 1f1~熱川河Ij域のアラビア梅南部(緯度()....... 10 N・純度 50 .. 70 E) 
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でl士、品市街皮釣獲域がほぼ全岐に広がっていた。JWJにおいても、高密度
釣j安城がほぼ周年にわたって広がり、 7-----8JJ 以外はlILl.53市皮釣ð~域が存在
した0
.γダガスカノレ，1;li北沖(緋度o'" 10 S.経度 40 --50 E)では、 の---9
月 に、故13裕度釣獲城を含む高密度釣獲域が形成された。
-純度 40 S以l半jで、l士、釣針数が多いにもかかわらず、メパチのがj獲が少な
く、釣殺がoの場合も多かった=
夕、米ら(1971)の研究では4半期別釣獲率の地則的分布により分布以|を作成し
たのに対し、本研究では釣針数を考慮、lこいれた釣彼j己数から，議論を進めた、こ
のため、アラビ、ア海南部とγ ダガスカル島北川1について、先の久米らの報告に
よれば、釣捜本分ギIi にIEl しては高い値をとるものの、本研究でI'tf~J針数が多く、
釣狼Ji数も多かった。主た、本研究により高密度釣役j戒の手iI↑i変化を月矧lに詳
細に捉えることが可能となった。これにより、各)j平均釣必!邑数分布図
(N " Fig.4-5)で符られた結果に基づき、インド洋のメパチの時間的分布を月
gljに模式取iで示すことができた(Fig.4-6)" 
今後、インド洋における回遊傾向をさらに明確にするための操識政流及び緯
度 20 Sを中心と した高密度分布域の無い海域における釣般試験、魚探調査
等が必要とされる 3
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(2 )鉛I'r)jl白!の釣獲分布
メパチの鉛Ir~- )J向の~J~蔓分イ'1111:、水深約 60 ，.. 280 mまでの範附にわたって
いた(Fig.4・8) このうち、釣獲率が 5.0を r.l!!Jるヒな分布肘1熱市海域(WA，
E s)では 160"""280 mであったが、緯度 30 S を'1 1 心と した市総，~!h総度海域
(S 1))においては主な分イlI屈が無かった(Fig.4・9)
前名・に対して、釣投分布範凶の下限深度(280m)は、釣針のリI}y:，&深度の資料
がそれ以 1:ないためであり、釣獲率が深さとともに地大することから、 280m 
以深までメパチl-t生息分布し、釣獲されるものと推察される
また、後f庁の南緯尚純度海域 (SD)において、 l:!~分布 Jç'7 が無かったとい
う結果ド士、メパチの鉛直方向の釣獲分布は深いほど術になるとした従来の研究
成果〈渡辺久也，1958:渡辺博之，1969:ヒ条，1963:州条， 1970)が、泌岐に
よっては必ずしも、liてはまらないことを示すもので、ある、
今後は、 280 m以深でのメバチについて|司以浅の分イliI，t以 1-:に分布してい
ることが号えられるため、これ以深での深延縦、たて純J操業及び趨背波発信機
等による，制査をhい、最大分布深度及び生息限界深度匂・を抱保する必要がある
2)メバチの釣獲域の分布に影響を及ぼす要肉
( 1 )成熟メパチの海域別釣獲域の分布
メパチの釣殺において、成熟基準G.r.孟 3.J である成熟例体の釣狼割合は、
低紛皮の熱併行'，}.J或(W八. E B)で高く最高で 70%、 中純度海域cvrc)で低く忌
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高で 30%、南緯i向純度海域(SD)ではすべての海峡において 0%であった。
成熟例休が~J獲された熱骨子海域(WA， E s)においても、海域によって釣獲
される '&11介はL季節j変化をしており、西部非~併海域(W八)で I1:Nil{円五く、東部熱
i?海域(巳日)では純度 10 Sの東山.海域にわたって4....9)1 iこ低く、 10....3 J~ 
にIr:jI.t ¥似jhJをノlえしたの
以七の現象については、次のように解釈できる 九 メパチのJJ以~~個体l-t水面下
50 mまでの木泌が 26C以上の層が存在する海域において多く分布する ただ
し、水由.下50m 宝での木胤が 26CC以上という条件1:附化及びその後の稚魚の
成育に要求されるものであり 、メバチの成熟個体が.iu!;:行生息しているのは、さ
らに水深の深い 10....16じの層である。
そこで、市阿季節風期には季節風の影響によりソマリア川を'1'心とした海域
別g.6・5)で悦外が生じ、木l雨下 50mまでのノk温が 26'Cよりも低ドするn この
ため、成熟例体が釣獲される海域は熱僻海峡(WA，E B)全域にわたり狭まる。
これに対して、北来季節風期では湧昇の影響を受けないため、;jq岡下 50mま
での水温が低ドしないため、成熟個体が釣獲される海域が広く ft_るものと解釈
できる
(2 )メパチのがj狼.時のが]獲適水温と溶存酸素泣
本研究でl士、 インドf作下におけるメパチの釣j獲盤王率宇終1が 5.0以 kのA木(7淵陥
チの}主:jな亡M三分ケνイ布liI辿曲水711よt(釣5殺控適水?瓶鼠) とA与zえ、 10 .. 16じの他国:1とした 成熟メ
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パチが分布するのに'if!_まれる海域の特徴として、表IfJiから 50mにおける水温
が26C以仁であり、 26Cに達しない海域で、は成f.uのよ-成熟例体だけが釣獲さ
れるこ止が確認されたR
インドnにおいて |司時観測により得られたメパチの成熟~，'，l(本と水話1iとの関係
の巧鋭1:本研究において初めて試みられるものである さらに、この与察結果
は資初日の保議 ・ 符即~ [:布益なものであり 、 今後のイI効，flj Jnが !~j1与される e
依存般栄治の鉛直プロファイルとメパチの鉛直庁防lの釣独分布とを比較した
結果、メバチの釣獲に対する最小溶存酸素;誌は 1mt/Iであった。
この結民l士、メバチの釣獲適水温及び釣獲に対するl止小総イ川安ぷ:I(が、太平
洋における報特結果(花本 1975: Hanamoto.1987) と大足が無いことを示すも
のであった。
(3)釣獲に対する適水制と忌ー小溶存酸素盤深度の海域別分布
釣強i直*71品のf-:I出 160C(こ対応する深度分布は、亦道をtjl心とする海域では
150 mで、 l十j~ヒヘ離れる程深くなったc アラビア海では木深 200 .. 250 m、
緯度 20 Sの東丙にわたる海域ではおよそ 300mをぶした。しかし、緯度
30 Sでは 100""_150 m、 緯度40 Sで、は表府へ移行し、アラビア海等と比
較して釣強過水Ilitlに対応する深度は浅かった。
釣j盤適水rlnLのド|坂 10ccに対応する深度分布内、dJミ辺を"1心とする海域で
400 m、Iy:j北へ阿佐れるfU楽くなった。純度 30 Sの海域で1:Vy' ;'fl5で肢大値 700
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mであり、純度 40 Sでは 100-._ 200 mに浅くなった。釣強適水胤における
上限の 16Cの深度において太平洋の釣獲適木似の jて似の深度と比較すると、
Jミ道をrj'心とする海域はインド洋の万が叫側で浅く、ょ削JlIIで深い傾向であった百
fIi l!sのiJ.f!り、この水活1.16 Ccの深度がインド洋とよ、|ι作とで見なるj京休!とし
て、太平洋でl'i:点部のベル一一沖で湧昇流が生じ、このめ外流を源として水損
16 Cが浅い)('i主で持ち上げられることに対して、インド作で1:東部において
よ、I~作ほど顕~:な湧昇流が存在しないため、木胤 16 Cが浅い府に持ち上げら
れないことによるものと推察できるc
成熟例体が分布するのに望まれる水面下50mまでの水瓶が 26C以上になる
海域l士、熱川海域(W八，E B)にあり、中総l主熱借海域(MC)及び雨続rA緯度
海域(SD)では無かった。
インド伴内季節j風に起!大|する海況の変動が顕著で、あるt そこで、メバチの時
間的分布に;必併を及tf'す要因として水温に芯目し、水I(u ド50m主での水瓶が
26 C以 kの範|か|を)J7~IHこ i調べた=
その紡-*、必道を'1'心とする熱情海域(WA， E H)の'1'で、特に阿部のソマ
リア沖においては木温 26~C以上の範囲が北半球のJ;iを rp心とする伴j丙季節風
期に 1 :肢も狭く、北、I/~球の冬を中心とする北京季節風月1には品もlよくなってい
た(Fig.6・5)
成熟メパチが形成寸る熱併海域(WA， E ß)の ~':î 梓;rtt釣投域( Fig.5・3)は、
IT阿及び北点の千:fIi風WJ別に消長する本出 26じ以 j-.の純1)ニ|の消長とほぼ|百j様
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な{玖向をぷ寸ことから( Fig.4-5)、水温26C以 lニの純Utlの消長がメパチの時間
的分布に:;~*JI!j\ していると考えられる D
メパチが釣j監された)同に対する必要最小俳イd駿ぷl止の Iml/Iに対応する
深度を海域見IJに，刺ベた結果、ベンガル湾やアラビア仰のソγ リア、ド向先端から
スマトラ山北部を結ぶ純度o'" 10 N付近を点凶にわたる海域以北で浅く、
100 m r1ii後から 150mで、あった“そして、溶存酸素Iltlml/1に対応する深
度はこのソマ リア半向先端からスマトラ島を結ぶ線のl有で 500mと急激に深
くなっていたD さらに市へ向かうにしたがって、必道付近では 800m、赤道
以南では 800m 以深に達していた
イi塚(1990)の報告をもとに考察した結果、ベンガルザ1jとアラビア海を中心と
した海域で、およそ 100m以深の溶存酸素品が 1ml/I以ドとなっていた係
閣について円以ドのように考えられる 。 南山本節!瓜がl吹く時J~I を1[ 1 心とした雨
期にヒマラヤ11脈をはじめとする大陸に多量の昨jが|年り注ぎ、この雨がその上
地の 1-:峻を浸食し、除性の堆積物は川へ流れ込んだ後、ベンガル湾とアラビア
海へ海底流床に沿って流れ込み、海底に堆積していた海性の有機物を舞いあげ、
その有機物が同変化することによりベンガル湾とアラビア海で/1:およそ 100m以
深の溶イf円安:k~1Jtが 1ml/l以下となっていたものと考えられる
以上のことから、インド作におけるメパチのH在宅川的な釣強分布の詳細な実
態を杷似できた(， さらにその要因として以ドのことが巧-えられる ε
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'宅11(10分布に対・しては、
・釣強迫A<ilri¥.iJ¥10 ._ 16 C 
・ 釣般に対する~1小訴手伝酸素量が t ml/I 
1I!y1則的分布に対しては、
・成熟メパチが分布するのに望まれる海域であるぷ:l(rIから 50mにおける水
温が 26C以上の範囲が季節により消長すること
以上の要閣が融合して影響を及ぼしたものと考察される
本研究において得られた結果では、同じ釣獲迎A<ilnt内でも、メパチの釣獲が
多い海域と少ない海域が存住した。今後、メパチの約機分イIjに14轡を与えるも
のとして、本払1i、j容存f唆素主主、成熟以外の要因、がiJえti、森永ら(1990)が述べ
ている漁共に対する視覚の影響のイ也、海流、海底地形~1.の要因、さらに体長、
性比等内部要l大lからも追求を行い、実際にどの要闘がどのように分布に影響し
ているかを究明する必要がある そして、メパチだけで々く他のマグロ類に関
してもこれらの研究を進め、魚種聞の関係をt論ずる必変件が必t哉される
合 119-
第8章要約
インド作におけるメパチの生態解明を目的として、
・1見イ1:不IJ} I 1If能な長期間の資料によるメパチの1年宅川的/官約獲j成の分イli
.成熟メパチの梅j域別釣獲j或の分布
・釣獲辿;1<1品、成熟併|体が分布するのに9_1主れる木iluの特徴此び釣独に対
するltk小諸手作般A411I
・釣獲適水7fut及ひ'釣獲に対する最小溶存椴素主kの#ri域月1I分イIjの特徴
について解析したD
研究結県内、以ドのように要約される 2
1 )メパチの1与宅11(t~な釣獲域の分布
メバチl士、インド洋の緯，度 20 N '" 40 Sにかけての広範悦|で釣獲されて
いたの特に、 rf:i密度に分布していると考えられた海峡はアラピア梅雨部からジ
ヤヲ品川Iに七る熱帯?海域及び緯度 30 Sを中心とした仲j緋1i純度海域で、あっ
た(もポ1Iら， 1991) 
メパチの向精度釣機域は、熱帯海域ではほぼ周年にわたって形成δれたが、
4 )jから 9)1に肢も縮小していた=これとは対照的に、 4rJから 9刀には緯度
30 S を'1 '心とした l半JKJ~rf，持寄.度海域において、『市街皮釣泌j成が肢も肱大してい
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た。このことから、メパチは熱帯海域と南緯高緯度海j戒を季節移動しているこ
とが推採される (Ef1jら， 1997 b) c 
メパチの鉛u1[)Jrn)の釣獲分布は、本深約 60"-280 mまでの純lmであった。
このうわ、釣般の 1:な分布j留は熱帯海域では 160，. 280 mで、あったが、純度
30 S を'1 1 心とした南緯向緯度海域においては l: l~分イ'I Î)¥，'1が715かった，釣獲の
分布純凶のド!根深度が 280mとなっているのは釣針の激1&深Jrの 280m 以深
の資料が無いためであり、釣獲率が深さとともに明大することから推察して
インド洋のメパチl-t280m 以深まで分布するものと推絞δれた(毛利ら，1997a)崎
2) 成熟メパチの行'ltJ成別~J獲域の分布
釣獲されたものの"1には、成熟個体と未成熟似体がつ;主れる そこで全体
に対しての成熟和|体の，]iめる割合を f成熟似体のがJ狼;ljlfTJ と正義し、緯度 ・
純度 5 l~(凶I1rf.にその割合を求めた。
メパチの成熟)~?悼G 1.孟 3.1の成熟個体の釣獲訓合l士、低料度の熱帯海域
でI合i く i位 ~':jで 70 %、中緯度海域ではほとんどにおいて 0"-30 %と低く、南緯
向.緯度計'lt.hJXではほとんどで0%であった。
成熟例体が釣殺された熱借海域においても、海域によって成熟桝体の割合は
季節変化をしており、岡部では周年高く、東部では純度 10 Sの束西海域に
わたって 4""'"9 J)に低く、 10"'"3月に高い傾向を示した。
この似lilH-t、 li述と同僚，に次のような理由によると持えられる 3 メパチの成
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熟個体l士木IfIiド 50mまでの水温が 26~c以上のWìがイf イfする海域において多く
分布する ただし、水面ド 50mまでの水温が 26C以!こという条件は僻化及び
その後の紙魚の成fに要求されるものであり、メパチの成熟例{本が通常生息し
ているのは、さらに水深の深い 10"-16 "cの府である巳そこ で、 1村両手;岱JI!li\ JI~
には不îJí'j胤の;;怒号~\によりソマリア沖を中心とした海域でfr Jげが生じ、水市下
50 m長での水1Inl.1.l)26 "cよりも低下する円このため、成熟和|体が釣獲される海
域は然出:海域全岐にわたり狭まる=これに対して、北京ヂ節風WJでは湧界の影
響を受けないため、水l而下 50mまで、の水温が低下せず、成熟炉1{本が釣獲され
る海域が広く 1(.るものと解釈できる。
3 )メパチの~J~:笠に必要な条件
メパチの鉛ITi)J向の釣獲分布が多く、釣â~唱が 5.0 以上のノ'Krh，t~沌UNをインド
洋におけるメパチの釣獲適水温と考え、 10"" 16 Ocの純凶を:J::めた(毛利ら，
1996) ヤ
成熟似体が釣獲される海域の特徴として水IHiド50m主での水慌が 26C以上
であり、 26Cに達しなし、海域では未成熟個体だけが釣獲されることが確認さ
れた(毛利， 1998) 
fff.{五円安*~Itの鉛ul(プロファイノレとメパチの鉛 l立 Jjll'Jの釣処分イli との関係では、
メパチが釣泌された附に対する最・小溶存駿来以l士、 J ml/I と ~ttÆ された。
これ，1:、昨イn唆A41tが]ml/ Iを下回るJ¥，{jに放l没占れた釣針おいてメパチ
ー 122-
の釣獲ヰ:がo主たは0に近い値を示したことによる
4)メパチのがj獲に必要な条件の海域別分布
約j盤迎水111のと似 16"c に対応する深度~i:赤道を '1 1心とする行~ljJ或では 150 m 
で、アラビ、ア梅では水深 200 r..J 250 m、純度 20 Sの点阿海域ではおよそ
300 mを心したD しかし、純度 30 Sでは 100"-150 m 、純度~ 40 Sでは表
制へ移行したロ
釣役適水i~.lのド限 1 0 "cに対応する深度は赤道を中心とする海域で 400m、
緯度 30 Sの海j或では西部で最大値 700mで、あり、純度 40 Sでは 100，._ 
200 mと浅くなっていた。
成熟似体が釣獲される水面下 50mまでの水出が 26'C以L:.になる海域は熱借
海域にあり、 '11純度比び南緯高緯度海域で、はjHtかった。ノ'f(lr.l26 "C以 |てになる
海域の純聞は不節変化が島氏著で、南西季節風が品-も強主るの)Jから 9.Hに緯度
10 S以南、純度:60 E以東と最も狭まり、北半球の冬をrjl心とした北東季節
風が強まるH年j引に純度 15 S以南の全域へと最も広がっていたz
このD-;t凶として、 l軒両季節風が強まる時期をqJ心にソγ リア海流を棟、とする
鴻昇ilteが/1-じ、深附の 26'C以下の低温の海水が持ち上げられることにより水
温が 26"c以|ニの純UHが狭まる -):j、北京季節風が強宅る1初切には湧昇流が
/1:じないことにより水地 26cc以上の純聞が狭く t~ ることは1!慢し、ものと推察で
きる 以上がJニItGの硯象に対する解釈である ν
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釣獲に対するJ.tk小j容存酸素:t(1 m乙/1 のプロファイルのrfliJ~真別特徴は、ベ
ンガル湾やアラピ、ア村正のソマリア半島先端からスγ トラjJb北部を結ぶo. 
10 N H近を点州にわたる海域以北で浅く水深 150m宅でにあった。そして、
依存般ぷ;1，( 1 m 1/1のプロファイルはこのソγ リア、1':I日先端からスマトラ舟
を結ぶ線の以|村でl-t急激に深くなっていた。
以上のことから、インド洋におけるメバチの釣獲j域のn!i~ぞ II\J 的分イliの実態を
把>fできた。また、その要因として未成熟個体内成;械のi並行iこ{'fい、水l面下
50 mまでの水ILiが 26C以上の熱帯海域へ移動すること、メパチのがj獲に影響
する適水品1は 10"-' 16 C、必要最小溶存酸素地1:1 m 1/ 1 ，r.l度で、あることが
1~JIYJ した。
本研究の成*~士、 if.~l場選定の指針としてj操業の効本化に役イJ:つげかりでなく、
成熟似体が分布する海域において漁具あるいは釣強制限を行う呼の資源の保護
.管理万策の)J;礎資料になるものと確信される
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